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仙台市文化財調査報告書第200集

1995名F3月

発掘調査報告書

仙 台 市 教 育 委 員 会



仙台市の文化財保護行政に対しましては、日頃から多大なご協力をいただき、誠に感謝に絶

えません。

本市の南東部に位置する四郎丸地区は豊かな田園風景が広がり、おもに近郊農業地帯 として

推移してまいりました。ところが、近年では市街化が急速に進み、仙台市のベットタウンとし

て生まれ変わりつつあります。

今回の四郎丸館跡の調査も、こうした市街化の流れの中で計画された宅地造成に伴つて実施

されたわけです。調査では、予想を越える大きな成果をあげることができました。なかでも特

記すべき成果の 1つが古墳時代前期の方形周清墓の発見です。昭和58年に調査した戸ノ内遺跡

の方形周溝墓 と合わせて、当時の墓制の解明に大きな資料を提供したといえるでしょう。その

他、平安時代の住居、中世の四郎丸館に関係すると思われる遺構、近世の絵図に載っている屋

敷に関係する遺構なども発見されました。

本書はこのような調査成果を収録したものであります。その内容が今後の当地域の歴史の解

明に役立てば幸いです。

最後に、調査ならびに本報告書の刊行に際して、地元の皆様や開発関係者のご支援ご協力を

いただきましたことを記して深 く感謝申し上げる次第であります。

平成 7年 3月

仙台市教育委員会

教育長 坪 山   繁



例    言

1。 本報告書は、宮城県仙台市太白区に所在する四郎丸館跡における宅地造成に伴う事前調査の報告書

である。

2.遺物整理・編集は、竹田幸司・渡部弘美があた り、執筆は渡部の補佐のもと竹田があたつた。

3。 本書の文章。実測図中の方位は磁北で統一 してある。磁北方向は真北に対 して約 7度20分西に偏 る。

4.検出遺構 については、遺構略号を次のとお りとし、遺構種別に番号を付けた。

SA―掘立柱列 SB― 掘立柱建77Jtt S D―溝跡 SI― 住居跡 SK― 土坑 (井戸跡 )

Pit― ピット

5。 本書掲載の図 1は 国土地理院発行 2.5万分の 1『仙台東南部』『イ山台西南部』『岩沼』『空港』 を一

部複製使用 した。図 2は仙台市都市計画課作成の『都市計画図』 2.5千分の 1を使用した。

6.本書の記述による土色は「新版標準土色帖」 1/Jヽ 山 。竹原 :1973)に基づ く。

7.石製品の材質は東北大学教養部蟹澤聰史氏に鑑定 していただいた。

8.陶磁器の鑑定は佐藤洋が行った。

9。 「名取郡北方四良丸邑」給図の掲載に関して仙台市博物館の協力をいただいた。

10.遺物実測図の網スクリーントーンは黒色処理を示 している。

11.遺物観察表における数値の単位はcmでぁり、 ( )の 数値は現存値である。

12.本書に関わる出土遺物 。実測図・写真等の資料は仙台市教育委員会が一括 して保管しているので活

用されたい。

調 査 要 項

四郎丸館跡 (仙台市文化財登録番号 C-536 宮城県遺跡登録番号 01240)

仙台市太白区四郎丸字戸ノ内93外

仙台市教育委員会

仙台市教育委員会文化財課調査第二係

担当職員 試掘調査 篠原信彦  本調査 渡部弘美 竹田幸司

試掘調査 1993年 6月 1日

本 調 査 自1994年 4月 8日 至1994年 6月 30日

調査対象面積 :約6000∬ (発掘面積約1100だ )

発掘調査参加者 :佐藤良正 針生せつ子 鈴木貴美子 大内孝子 小野 さよ子 菊池和江 篠原良子
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調 査 担 当
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第 1
圭早 査に至る経過

四郎丸館跡は、平安末期に藤原秀衡の家臣の名取四郎の居城 として、後に曾我氏の居館とな

り、室町時代末期には伊達家家臣菅井和泉守実国が入った館跡 といわれ、現在の善徳寺境内付

近を主体 とした水濠 と土塁に幾重にもとり巻かれた平城形式の要害であつたといわれている。

昭和58年度に当遺跡を包含する戸ノ内遺跡で発掘調査が行われ、古墳時代前期の住居跡・方形

周溝墓や中世の堀跡が発見されている。

遺跡の所在する地区周辺は近年急速に宅地化が進みつつある地域であるが田畑が多く残って

り南方には広大な田園風景がみられる。そのなかにあって四郎丸館跡は更地あるいは畑地とし

て遺跡の現状を保つていた。

当地における調査の協議開始は平成 5年 3月 31日 に提出された開発行為事前協議書であり、

同年 4月 6日文化庁長官への届出と、試掘調査を条件 として協議が成立した。協議に基づ く届

出は同年 4月 14日 にあり、 6月 1日 試掘調査を実施した結果、本調査を必要とすることになっ

た。本調査は平成 6年度に実施することになり、その具体的な協議は平成 6年 2月 25日 と3月

28日 に行い、契約内容等を確認した。その結果、調査の開始は4月 8日 とすることになり、文

化財保護法に基づ く発掘調査の通知は4月 4日付けで提出した。

第 H章.四郎丸館跡の位置と環境

1.位置と地理的環境

四郎丸館跡は、JR東北本線南仙台駅の東方 3 km、 名取川と広瀬川の合流点より下流の1.8

kmの名取川南岸の自然堤防上に位置する。遺跡範囲内での標高は 2～ 4m前後である。

周辺の地形は、奥羽山脈の山形県境に源を発する名取川によって形成された名取平野に含ま

れ、氾濫による旧河道沿いあるいは現在の流路に沿って自然堤防が発達している。その自然堤

防どうしの間に後背湿地や沼が複雑に入 り組んでいる。東側は浜堤列が観察され、太平洋を臨

む。南側は名取耕土 となる広大な水田地帯が広がっている。そして、西側は奥羽山脈から派生

し名取川によって開析された高館丘陵が延びる。

2.歴史的環境

四郎丸館跡の所在する仙台バイパス以東の四郎丸・袋原地区で調査された遺跡 としては、古

墳時代前期の方形周濤墓 と住居跡のほか四郎丸館跡に関連する堀跡が発見された戸ノ内遺跡、

古墳時代前期 と平安時代頃の住居跡が発見された昭和北遺跡、平安時代以前や中世の水田跡や

溝跡が発見された後河原遺跡、古墳時代以降の居住域 と生産域の関わりが確認された中田畑中

遺跡がある。近隣には城丸古墳・弁天囲古墳などいくつかの小規模の古墳がある。弥生時代以



前の明確な遺構は検出されていないが、後河原遺跡から弥生時代の可能性のある水田跡が検出

されている。また、戸ノ内遺跡から弥生土器、中田畑中遺跡から縄文土器が出上している。こ

のように少しずつだが、この地区の歴史が明らかにされてきている。

以上が当地区の遺跡概要だが、さらに視点を大きくして丘陵部も含めた名取平野の北側地域

でみると遺跡の数も調査件数も多 くなる。縄文時代以前の遺跡は、大半が丘陵部に分布してお

り71棟の前期の竪穴住居跡が発見された今熊野遺跡、東北南部の縄文後期後葉の上器型式の標

識になっている金剛寺貝塚などが知られている。平野部では明確な遺構は発見されていないが

中田南遺跡などで縄文晩期の上器が出上している。弥生時代になると前期の遠賀川系類似土器

が出上している安久東遺跡、天王山式の他に続縄文土器が発見された清水遺跡など平野部の自

然堤防上にも遺跡が分布するようになる。

古墳時代になると遺跡の分布 もさらに広が り、自然堤防上だけでなく浜堤上にも遺跡の分布

がみられる。古墳時代前期に東北地方南部に移入された墓制である周溝墓が、自然堤防上に立

地する安久東遺跡 (前方後方形 1基)で、丘陵上に立地する今熊野遺跡 (方形 9基 )・ 五郎市遺

跡 (方形 7基 と円形 1基 )・ 西野田遺跡 (円形 2基)で発見されている。また同時期の古墳 とし

て、東北地方第一の規模を誇る雷神山古墳、 5基の前方後方墳 と2基の方墳からなる飯野坂古

墳群、仙台平野で最古といわれる高館山古墳、割竹形木棺が検出された宇賀崎 1号墳などがあ

る。集落跡では、前述の今熊野遺跡や西野田遺跡のほか清水遺跡・宮下遺跡などがあげられる。

また鶴巻前遺跡からは県内で最も古い時期 とされる古墳時代前期の上師器より古い要素をもつ

壼が出上している。後期の集落跡としては栗遺跡・中田南遺跡がある。

奈良・平安時代の集落跡では中田南遺跡・清水遺跡・鶴巻前遺跡などがあげられる。中世以

降になると前田館跡・熊野堂大館跡・高館城跡などの城館跡や、中田南遺跡 。松本遺跡では屋

敷跡が発見されている。松本遺跡では近世の屋敷跡 も発見されている。

第 lII章.調査の方法と経過

本調査では調査区の任意の南北方向に基準線を設け、 3m× 3mを 1単位 としたグリットを

設定した。南北方向にアラビア数字、東西方向にアルファベット文字で表わし、両者の組み合

わせでグリット名を表わした。南北グリットは磁北に対して東に 7度30分偏る。東側をAト レ

ンチ、北側をBト レンチ、西側をCト レンチとした。調査対象面積6000m2の うち道路部分の約

1100m2を 調査した。調査区全体を重機で基本層位Ⅵ層 (責褐色シル ト)ま で排土し、人手によ

って遺構確認を行った。調査中、遺構測量の際に簡易遣 り方測量を用い、縮尺20分の 1の平面

図を作成した。土層断面図、エレベーション図に関しても縮尺20分の 1を用いた。
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昏号 遺跡名 種 男」 立 地 年  代 遺跡名 距垂 月」 立  地 年 代

四自昼丸館跡 周溝惑,集隧跡城館 自然堤防 古墳前・平安・中世・近世 清水遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安

戸ノ内遺跡 集落跡・ 月溝墓 自然堤防 琳生・古墳前・平安。中世 野田山遺跡 集落跡 丘陵斜面 弥生・ 古墳～平安

中日畑中遺跡 集落跡 自然堤防 古墳・ 奈良・ 平安 耕谷遺跡 包含地 自然堤防 古墳

昭和北遺跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安 鶴巻前遼跡 集落跡 自然堤防 古墳～平安

後河原遺跡 水口跡 自然堤防 奈良～近世 金岡!寺貝塚 貝塚 丘陵 縄文前・後・晩

中国南遺跡 集落跡 自然堤防 古猿～中世 十三塚遺跡 貝塚・ 集落跡 丘陵 縄文・弥生・ 古墳前 。中

安久東遼跡 集落跡・ 周溝墓 自然堤防 弥生～近世 雷神山古墳 古 墳 丘 陵 古墳

栗遺跡 集落跡 自然堤防 弥生～平安 飯野坂古療群 古 墳 丘陵 占rl前

前田館跡 城 館 自然堤防 高館山古墳 古 墳 丘 陵 古墳 前

松木遺跡 屋敷跡 自然堤防 近世 宇賀崎古墳 古墳 丘 陵 古墳中・ 後

弁天囲古墳 古墳 自然堤防 古墳 高館城跡 城館 丘 陵 中世

城丸古墳 古 墳 自然堤防 古墳 熊野堂大館跡 城館 丘 陵 中世

仙台大塚山古墳 古 墳 河川敷 古墳 前沖中遺跡 包含地 沖積平野 占墳・ 奈良・ 平女

争熊野遺跡 貝塚・集落跡・周濶理 丘陵 縄文早・前、弥生～平安 前沖北遺跡 包合地 自然 I12防 古墳・ 奈良・ 平安

五郎市週跡 集落跡・周溝墓 丘陵 縄文～古墳前 下余田遺跡 集落跡 自然堤防 古墳中・古代

西野田遺跡 集落跡・ 角湾墓 丘陵 旧石器・縄文前・晩,古墳・古代 神明遺跡 包含地 自然堤防 古墳・ 奈良・ 平安

宮下遺跡 集落跡 丘陵 縄文・ 弥生・ 古代 熊野那智神社 櫛社跡 丘陵中腹 中世・近世

図 1 周辺の遺跡



図 2 調査区位置図 (黒塗 り部分試掘 トレンチ)
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によい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト 旧耕作上 Aト レンチ・ Bト レンテ東側で確認

黒褐色    10YR2/3 水日土壊 ?Aト レンチ南側で確認

にぶい黄褐色 10YR5/3 シルト Aト ンンチ中央部で確認

灰黄褐色   10YR5/2 ングレト 水H土壊 ?Aト レンチ全体で確認

にぶい黄橙色 10YR6/3 ングレト Aト レンチ中央部・ 北側で確認

絶 IOYR4/4 旧耕作上Bト レンチ 。Cト レンチで確認

にぶい黄褐色 10YR4/3 旧耕作土根菜類の潜穴 調査区全体で確認

にぶい責栂色 IOYR4/3 旧耕作上

黒褐色 旧耕作土調査区全体で確認

黒褐色 10YR2/3 砂質シル ト Bト レンチ東側で確認

暗4Bt 10YR3/3 砂質ンル ト Bト レンテ東側で確認

にぶい黄褐色 10YR4/3 シ,レ ト

b にぶい黄褐色 10YR4/3 IV a層 に較べやや暗い

灰黄Iet  10YR5/2 やや粘土質Aト レンチ南側で確認

灰黄褐色   iOYR4/2 やや粘土質Aト レンチ南側で確認

黒褐色   10YR3/2 粘土質ンルト 調査区全体で確認

黒褐色 iOYR3/2 雅土質 シル ト 明黄褐色砂質 ンル ト (VI層)を まきあげている

暗褐色    10YR3/3 Cト レンテ北側で確認

―-Om

図 3-1 土層柱状図



第Ⅳ章.基本層序

最終遺構確認面まで 6枚の層を確認した。Ⅵ層以下はSK4井戸跡を裁ち割 りして確認した。

盛土 旧耕作土の上に10cm～ 100cmの 厚さに盛土されている。

I層 耕作土及び水田土壌でにぶい責褐色及び灰黄褐色のシル トである。

Ⅱ層 耕作上で厚さが10～20cmあ るが、耕作による天地返 しが行われている部分では

50～90cmの厚さを計る。にぶい黄褐色シル トである。近世の陶器・磁器及び明治後半

の色絵の磁器が出上している。

Ⅲ層 黒褐色シル トで層厚は20～50cmで、Cト レンチの一部でH層の影響で確認されな

い所もある。この層の上面でSK3井戸跡を確認している。中世陶器が出上している。

Ⅳ層 灰責褐色シル ト(粘土質)で層厚20cm前後である。Aト レンチの南側で確認される。

V層 黒褐色粘土質シル トで層厚10～20cmである。この層よりSD2・ 3・ 4・ 6・ 23・

28・ 43濤跡・小溝群② (S D34)な どが確認されている。

Ⅵ層 明黄褐色砂質シル トで層厚90cmで ある。多 くの遺構はこの層の上面で確認した。

Ⅵ層以下からは遺物の出上、遺構の検出はなかった。

Ⅶ層以下は注記表を参照

40駒

4 4na引 Cト レンチ 9ラ イン付近

Bト レンチCラ イン付近

色  調 性 質 備 考

明黄褐色   10YR6/6 砂質シル ト

灰白色   10YR7/1 ル ト質粘土

におい黄褐色 10YR4/3 粘土質シル ト

黒色 粘 土

にぶい黄掲色 10YR5/3 ンル ト質粘土

にぶい黄褐色 10YR5/3 砂質ンル ト

にぶい黄褐色 10YR5/3 粘土質ンル ヽ

黒褐色    10YR3/2 粘 土 ややンル ト質

にぶい黄褐色 10YR4/3 粘 土 ややンル ト質

黒褐色    10YR3/1 粘 土 ややンル ト質

灰黄褐色   10YR4/2 砂質シル ト 粘性あ り

VI～ X VIに 酸化鋲、マンガン粒 を含む特にVI～Ⅶl層 に酸化鉄が縞

状にみられる

O 4m

ト

■|||lillllI=|li1 1号 方形周i将墓

図 3-2 基本層序

Aト レンチ11ラ イン付近



第 V章.発見遺構と出上遺物

今回の調査で検出された遺構は、住居跡 1棟、方形周清墓 3基、溝跡37条 (小溝状遺構群)、

土坑18基、井戸跡17基、掘立柱列 5列、掘立柱建物跡 4棟、ピットである。

1.住居跡 (S11住居跡)

[遺構の確認] Aト レンチ北端、M・ N-1・ 2区に位置する。

[遺構の重複] 小清群① (S D14・ 19。 20・ 21)を切って、ピットに切られている。

[形態・規模]】ヒ東部で削平をうけ南西部は調査区外にのびるため、全容は判明しなかったが、

隅丸方形を呈していると考えられる。規模は、東西辺中央で3.5m・南北辺中央で4.2mを計る。

床面積は14.7げ を有する。深さは残 りのいい所で10cmで ある。南北軸は磁北に対して20度東へ

わ扇る。

[堆積土]2層 に分層される。 1層 は灰白色火山灰を含む暗褐色粘土質シル トで、 2層は暗褐

色砂質シル トの層である。

[床面] 住居掘 り方埋土を床面 としており、平坦である。

[壁・周清・柱穴]壁 はゆるやかに立上がる。残存壁高は 0～ 10cmで ある。周溝・柱穴は検出

されなかった。

[貯蔵穴状ピット] カマドの南側で貯蔵穴状ピットを 1基検出している。規模は短軸70cm。 長

軸80cmの長方形を呈しており深さは20cmで ある。断面は逆台形である。埋土より上師器不が出

土している。

[カ マ ド] 東壁中央部に設置されている。煙道部は長さ100cm・ 幅30cmを 計 り、底面はほぼ平

坦で、先端部は一段低 くなっている。燃焼部の床面は熱のため赤変しており堅 くなっている。

[出土遺物] 床面・貯蔵穴状ピット・カマド・堆積土より出上している。図示資料は土師器不

2点・赤焼土器不 6点である。そのうち上師器邪 1点、赤焼土器不 2点がカマドから3枚重ね

の裏返しで出土している。カマ ドより礫が出土している。

2.方形周清墓

1号方形周溝墓 (S D13溝跡)

[遺構の確認] Bト レンチのB～ J-0～ 2区で確認された。

[遺構の重複] S Dll・ S K18・ 19に切られている。

[平面形・規模]周 溝は北側の調査区外にのびているため、検出できたのは南側部分 (南東辺・

南西辺)だけで、隅が確認できるのは南部分 lヶ 所である。平面形は方形 と推定されるものの、

東西軸26m以上・南北軸 6m以上ということが判明するだけである。ただし、北側の試掘部分

および 2号方形周清墓まで周溝がのびていないことよりその規模は30mを越えないと推定され
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図 4 遺構全体図
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図 5 Sll住居跡実測図
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図 6 S11住居跡出土遺物



る。南西辺軸で磁北より45度西に偏る。

[周溝の形態。規模] 周溝の台状部側はほぼ直線的であり、外縁部は南隅から東西隅に向かっ

てぶくらんでいる。また南隅は外縁部で少し丸みを帯びている。周溝の幅は南隅で2.5m。南東

辺の東側で3.3m。 南西辺の西側で4.5mを計 り、南隅に向かうにつれて狭 くなる。周清の底面

の幅は南隅で0.2mo南東辺の東側で1.lm。 南西辺の西側で3.3mを 計る。周濤の深さは南隅で

0.8m.南東辺の東側で1.lm・ 南西辺の西側で1.Omを計る。底面は南西辺 。東西辺で一段低 く

なる部分があるが、ほぼ平坦である。壁は角度をもって立ち上がる。断面形は逆台形である。

[周溝内堆積土] 周清内堆積土は 7層 に大別される。にぶい責橙色粘土・黒褐色シル ト・黒褐

色砂質シル ト・ にぶい責橙色シル トである。上部はゆるやかなレンズ状に堆積している。下部

は壁の崩壊土および台状部の崩落上である。 6層で土師器が出上している。

[台状部] 台状部も検出部分はかぎられているが、東西軸 9m以上。南北軸 4m以上の方形 と

推定される。盛土・主体部は検出されなかった。

[出土遺物]周 溝の南東辺の一段低 くなった地点で土師器重の底部 と体部が、南隅の地点で土

師器壺の口縁部が底面近 くの崩落土上より小破片となり散在して出上している。

2号方形周溝墓 (S D17溝跡)

[遺構の確認] Bト レンチのL～ P-0～ 2区で確認された。

[遺構の重複] 小溝静③ (S D15)。 S K20に切 られている。

[平面形。規模] 周清は北側の調査区外にのびているため、検出できたのは南東部分 (東辺 。

南辺)だけで、隅が確認できるのは南東部分 lヶ 所である。平面形は方形 と推定されるものの、

北東―南西軸で14m以上北西―南東軸で 6m以上 ということが判明するだけである。ただ、】ヒ

側の試掘部分および 1号方形周溝墓まで周溝がのびていないことよりその規模は20mを越えな

いと推定される。南辺軸で磁北に対して65度西に偏る。

[周溝の形態。規模] 周清の台状部側はほぼ直線的であり、外縁部は南東隅から中央部に向か

ってふくらんでいる。また南東隅は外縁部で少し丸みを帯びている。周溝の幅は南東隅の狭い

所で1,7m・ 南辺の西側の広い所で2.7mo東辺の北側の広い所で3.2mを 計 り、南東隅に向かう

につれて狭 くなる。周溝の底面の幅は南東隅で50cm・ 南辺の西側の広い所で70cm。 東辺の北側

の広い所で170cmを計る。周清の深さは南東隅で35cm・ 南辺の西側で60cm。 東辺の北側で60cm

を計る。底面は東辺の北側で段がつく部分があるが、ほぼ平坦である。壁は外縁部はゆるやか

に、台状部側は角度をもってまっすぐにに立ち上がる。断面形は偏平な逆台形である。

[周溝内堆積土] 周溝内堆積土は 3層 に大別される。黒色シル ト質粘土・黒褐色粘土・責橙色

砂質シル トからなる。ゆるやかなレンズ状に堆積 している。

[台状部] 台状部も検出部分はかぎられているが、北東―南西軸で5.5m以上・北西―南東軸

11



3m以上の方形 と推定される。盛土・主体部は検出されなかった。

[出土遺物] 南辺の調査区北端より上師器片が 1点出上している。

3号方形周溝墓 (S D39溝跡)

[遺構の確認] Bト レンチのT～X-0区 で確認された。

[遺構の重複] S D23・ 24・ 28・ 29・ 小溝群② (S D30～34)に切られている。

[平面形・規模] 周溝は北側の調査区外にのびているため、検出できたのは南側部分 (南辺)

だけである。南辺が12m以上 ということが判明するだけである。周溝の形態・堆積土状況 。出

土遺物から方形周濤墓と判断した。平面形は 1号方形周清墓・ 2号方形周溝墓の検出状況より

方形 と推定される。南辺軸で磁北に対して85度西に偏る。

[周濤の形態・規模] 周濤の外縁部は東西隅から中央部に向かって弧を描 くようにふくらんで

いる。周溝の幅は中央部1.6m以上 。南東隅1.Omを計る。周溝の底面の幅は50cm～60cmを計

る。周清の深さは南東隅で30cm・ 中央部で50cm。 南西隅で70cmを計る。底面は、ほぼ平坦で

ある。壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は逆台形である

[周溝内堆積土] 周清内堆積土は4層に大別される。黒褐色粘土 。暗褐色粘土・黒褐色砂質シ

ル ト・黄橙色砂質シル トからなる。ゆるやかなレンズ状に堆積している。

[台状部] 台状部も検出部分は南東隅にかぎられているためその形状は不明である。

[出土遺物] 周溝の埋± 4a層 より上師器邪の完形品が出上している。

3.溝跡

SDl溝跡

Aト レンチのL-13か らK-14に かけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延びてい

る。SK-2に 切 られている。上幅35cm～ 40 cm。 底面幅 5 cm～ 10 cm。 深さ15cm～ 20∽ を計る。

底面には若干の凹凸があり、北西から南東へ向かって徐々に低下している。壁はゆるやかに立

ち上がる。断面形は偏平なU字形である。堆積土は、黒褐色シル トの単層である。土師器片が

1点出土している。磁北に対して12度西に偏る。

SD2溝跡

Aト レンチのK-13か らM-13に かけて検出された。調査区を東一西に直行するように延び

ている。上幅50cm～ 80 cm・ 底面幅10cm～ 20 cm・ 深さ10cm～ 20 cmを計る。底面には若千の凹凸が

あり、東から西へ向かって徐々に低下している。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がる。断

面形は逆台形である。堆積土は、黒褐色シル トの単層である。須恵器の鉢の口縁部が 1点出土

している。磁北に対して85度東に偏る。

SD3溝跡

Aト レンチのK-11か らM-11に かけて検出された。調査区を東―西に直行するようにに延
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⑤
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3号方形周溝墓

卜④
N

★遺物出土地点

2号方形周溝墓 SD17

色 調 性 質 混入物及び備考

にЫ▼朝縣色IOyR5/4 粘土質シルト 割なにしまりあり

１

号

々

形

周

溶

墓

2 に占ヤ瀾飽 loYR6/4 粘■ V層黒褐色と

黒褐色  10YR2/2

4a 黒褐色 10YR2/2

黒褐色 loW貿ッワ

暴褐色  loYR3/2 砂質シルト 町層砂質ンルト

阿雪4目てユ  10YR3/4 砂質シルト
fJb 黒褐色 lllYR3/2 粘■賞シルト 土師器片

5b' 暗褐色 10YR1/3 砂質シルト

纂褐色 10VR2/2 格土質シルト 上師器重出土

絶   10YR4/4 砂質シルト

陰ヤ璃損進 10YR6/4

騨   10YRV2

砂質シルト

砂質シルト

互層壁崩壊土

つ ]

２
周号
結方
為

I 黒色  1礎Rノ 1 ンルト質粘土

黒褐色 10YR3/2 シ″卜貫粘土 土師器片を含む

2b 睡   iOYR3/8 ンルト質粘■ Ⅵ麟 シルト

黒髄  10YR3/2 粘土 IIIE砂質シルト
露橙色 10YR7/8 砂資シルト 壁繊壌上

明責縄色 101R6/6 砂質シルト 璧崩壊土

朗

３
月号
溝方
勒

黒絶  10YR2/3 砂質ンルト

髄   10H/3 砂質シルト

鞭   10YR3/4 粘土質ンルト 土師器片

3 黒褐色 10YR2/3 砂質シルト

暗褐色  10YR3/3 継と質ンルト と師器イ出■
酪噛艶 10YR6/4 砂質ンルト 匿崩壊と

謡 釧 籐 外 画 調 整 内面調整 き 写真

7-1 土師器 雛 勒 浦蓋  6層 ヨヨナデ・
ヘラミガキ 口径15配確路3器高(231)輪讚雲 ″-1

イー2 ■HFS郵 3号方形月浦墓 4五 層
ヨヨナデ・ヘラミガキ
ハケメ・ヘラケ女リ 日経12鰐高66+22E部 に凹面 ″-2

図7 方形周溝墓実測図及び出土遺物
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SD9
にぷい雰護抱IOYR4/3

黄褐色  10YR5/6

粘土質シルト

シルト

混成層

に船 黄ゝ絶 10hR4/3

黄褐色  10YR5/6

粘土質ンル 混成層

色 調 性 質 混入物及び備考

黒褐t 10Ч楚 /2

黄掲色  10Y郎/6

ル ト質粘土 混成層

黒褐色 10YR2/3 粘土質シルト Ⅵ層砂質シルト

黒褐危  1い貶ん 粘土質ンルト VI層砂質シル ト

'D19

黒褐色  10Y貶 /3 砂質シル ト

黒絶  10鞄 /3

黄褐色 10YR8κ

シルト

砂質シルト

混成層

貶
　
郎

色

色

禍

褐

黒

黄

シルト

砂質ンルト

混成層

図 8 Aト レンチ溝跡群



びている。SA2に切 られている。上幅は40cm～140 cmで 東側で広がる。底面幅10cm～ 20 cm・

深さ10cm～ 20 cmを計る。底面には、若子の凹凸がある。壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は

逆台形である。堆積土は、黒褐色シル ト質粘上の単層である。土師器不の破片が 2点出上して

いる。磁北に対して70度西に偏る。

SD4溝跡

Aト レンチのK-11か らM-11に かけて検出された。調査区を東―西に直行するように延び

ている。SK3に切 られている。上幅80cm～ 120 cm・ 底面幅15cm～ 30側・深さ10cm～ 25甑を計

る。底面には著しい凹凸がある。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がり、壁上部の東部では

南側・西部では北側に深さ5 cm程度の清状の落ち込みがある。断面形は逆台形である。堆積土

は、灰白色火山灰を含んでいる黒褐色シル ト質粘上である。須恵器邪の口縁部が 1点、体部の

破片が 1点出上している。磁北に対して80度東に偏る。

SD5溝跡

Aト レンチのL-9か らM-10に かけて検出された。調査区を北東―南西に斜めに延びてい

る。ピットに切られている。上幅は25cm～45 cm・ 底面幅20cm～ 30 cm。 深さ 5 cm～ 10 cmを計る。

底面には、若干の凹凸がある。壁は角度をもってゆるやかに立ち上がる。断面形は偏平な逆台

形である。堆積土は、黒褐色シル ト質粘土の単層である。須恵器片が 1点出上している。磁北

に対して65度東に偏る。

SD6溝跡

Aト レンチのK-9か らM-8に かけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延びてい

る。ピットに切られている。上幅45cm～ 55硼・底面幅25側～30 cm。 深さ15cm～ 20 cmを計る。底

面は平坦で、北西から南東へ向かって徐々に低下している。壁は角度をもってまっすぐに立ち

上がる。断面形は逆台形である。堆積土は 2層で、黒褐色シル ト質粘土を基調 として下層に基

本層のⅥ層を含む。土師器片が 1点出上している。磁北に対して50度西に偏る。

SDH溝跡

Bト レンチのH-1か らH-1に かけて検出された。調査区を北―南に直行するように延び

ている。 1号方形周清墓を切っている。上幅1.8m～ 2.2m・ 底面幅75cm～ 80 cm・ 深さ70cm～ 80

cmを計る。底面は平坦である。壁は角度をもって立ち上がり、上部はゆるやかになる。断面形

は逆台形である。堆積土は4層で、灰責褐色・黒褐色 。オリーブ黒色のシル ト質粘土・黄褐色

の砂である。底面に砂の層があり水が流れていたことが窺える。近世の陶器が 1点・礫石器が

1点・土師器片が 1点出上している。磁北に対して12度東に偏る。

S D12溝跡

Bト レンチのA-1か らC-0にかけて検出された。調査区を北東―南西に斜めに延びてい
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る。 S K17に切られている。上幅1.5m～ 1.6m・ 底面幅85c14～ 95 cm・ 深さ5帥～20 cmを計る。

底面には、若干の凹凸がある。壁は北側でゆるやかに南側で角度をもってまっすぐ立ち上がる。

断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、黒褐色シル ト質粘上の単層である。出土遺物はない。

磁北に対して58度東に偏る。

S D18溝跡

Bト レンチのF-1で検出された。調査区を北―南に延びている。上幅35cm・ 底面幅20cm・

深さ 5 cmを計る。底面には、若千の凹凸がある。壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は逆台形

である。堆積土は、黒褐色粘上質シル トの単層である。出土遺物はない。磁北に対して 7度東

に偏る。

S D22溝跡

Bト レンチのS-0か らS-1にかけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延びてい

る。 S D28を切っている。上幅30cm～ 40 cm・ 底面幅15cm～ 20 cm・ 深さ 5 cm～ 15 cmを計る。底面

には、若千の凹凸がある。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がる。断面形は逆台形である。

堆積土は 2層で、黒褐色粘上を基調としており下層に責橙色の砂を含む。出土遺物はない。磁

北に対して20度西に偏る。

S D23溝跡

Aト レンチのU― OからT-2に かけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延びてい

る。 S D28・ 29。 3号方形周濤墓を切っている。上幅は75甑～130 cmで北西から南東に向かって

広がる。底面幅50cm・ 深さ30cm～ 40 cmを計る。底面はゆるやかに窪み、北西から南東へ向かっ

て徐々に低下している。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がり、東側の上部にテラス状の段

がある。断面形は逆台形である。堆積土は、 3層で黒褐色粘上を基調に黄橙色の砂質シル トを

含む。底面に荒砂の集積があり水が流れていたことが窺える。土師器片が 4点出土、内 1点は

不の体部である。磁北に対して10度西に偏る。

S D24溝跡

Bト レンチのW-0か らW-2に かけて検出された。調査区を北―南に直行するように延び

ている。 S K25に切られて、小溝群② (S D30・ 32・ 33)・ 3号方形周溝墓を切っている。上幅

60cm～ 70 cm。 底面幅25cm～ 40 cm・ 深さは20cm～30 cmを計る。底面には著しい凹凸があり、北西

から南東へ向かって徐々に低下している。壁は角度をもってゆるやかに立ち上がる。断面形は、

偏平なU字形を呈している。堆積土は、 1層で黒褐色シル トである。土師器片が 1点出上して

いる。磁北に対して 2度東に偏る。

S D25溝跡

Bト レンチのR-1で検出された。上幅70cm・ 底面幅25側・深さ10cmを計る。底面には、若
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賜
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図10 Bト レンチ東側溝跡



干の凹凸がある。壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は皿形である。堆積土は、黄橙色砂質シ

ル トと炭化物・焼土を含む黒褐色シル ト質粘上である。出土遺物はない。磁北に対して20度西

に偏る。

S D26溝跡

Bト レンチのZ-1か らY-3に かけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延びてい

る。 S D27に切られ、小溝群② (S D37)を 切っている。上幅20cm～25 cm。 底面幅10cm～ 15 cm・

深さ 5 cm～20 cmを計る。底面には若干の凹凸があり、北西から南東へ向かって徐々に低下して

いる。壁は角度をもって立ち上がる。断面形はU字形である。堆積土は 2層で、黄橙色のシル

トを含む暗褐色シル トである。出土遺物はない。磁北に対して 8度西に偏る。

S D27溝跡

BoCト レンチのZ-0か らX-11にかけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延び

ている。 S K26・ 27・ SB3に切られて,S D28・ 29・ 43・ 河ヽ溝群② (S D37)・ 小溝静③ (S

D41)を切っている。上幅は50cm～ 120 cmで 、北西から南東に向けて徐々に細 くなっている。底

面幅25cm～ 65 cm・ 深さ25硼～70 cmを計る。底面には著しい凹凸があり、中央に10cmく らいの

筋状の高まりがある所もある。北西から南東へ向かって徐々に低下して 3ラ インの辺 りで一段

高 くなっている。X-4区 の北西部で50× 150cmの 規模で深さ15cmの土坑状の落ち込みがみ

られる。壁は角度をもって立ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は4層で、黒褐色シル

ト質粘土を基調に黄橙色砂質シル ト及び炭化物を含む。土師器片・須恵器・中世陶器・砥石が

出土している。磁北に対して10度西に偏る。

S D28清跡

Bト レンチのT-0か らU-2・ Cト レンチのX-5か らZ-7にかけて検出された。調査

区を北東―南西に斜めに延びている。 S K27・ S D23・ 27・ SA3に切 られて、 S D29。 3号

方形周溝墓を切っている。上幅80cm～ 100 cm・ 底面幅30cm～ 40 cm。 深さ30cm～ 50 cmを計る。底

面には若干の凹凸があり、北東から南西へ向かって徐々に低下している。壁は角度をもってま

っすぐに立ち上がり東側の上部でテラス状の段を有す。断面形は逆台形である。堆積土は3層

で、暗褐色シル ト質粘土を基調に黄橙色砂質シル トを含む。土師器片が 2点出上している。磁

北に対して50度東に偏る。

S D29溝跡

Bト レンチのT-0か らV-2・ Cト レンチのX-3か らZ-5にかけて検出された。調査

区を北東―南西に斜めに延びている。 S K29。 S D23・ 27・ 28・ 40に 切られて、 S D38。 3号

方形周溝墓を切っている。上幅80cm～ 110 cm・ 底面幅30cm～ 40 cm・ 深さ45cm～ 65餌を計る。底

面には若干の凹凸があり中央が窪み、北東から南西へ向かって徐々に低下している。壁は角度
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色 調 性 質 混入物及び備考

蔭掲色  lωR3/3 酸化鉄

Ｄ２

①

黒褐色  10YR4/3 粘土質シルト 酸化鉄・炭化物

黒掲t 10Y貶 /2 粘土質シルト 炭化物

黒色  10Y楚 /1 粘土質ンルト V帽砂質シルト

②

黒純  10YR2/3 シルト質粘土 Ⅵ層砂質シルト

黒色  1014u‐ 3 炭化物 焼土・炭化物片

黒褐色  10YR2/3 ルト質粘土 焼土・炭化物片

黒褐色 10YR2/3

黄橙色 10YR7浴

シル ト買粘土 混成層

暗偶色  iOy黒 3/3 シル ト質消土 VI層砂質ンルト

黒褐色 10YR2/3

黄橙色 101R・ /8

シルト賓粘土

シアレト

混成層 璧崩落土

底面に凹凸あり

に必いmeL loY点 И/3 険化鉄

】D2〔

①

灰責掲色 10YR4/2 粘上質シルト VI層砂質シルト

黒掲色  101R3/2 毀化鉄

灰責褐色 10ⅥM/2 砂質ンル ト V層粘土 璧崩壊土

②

暗褐色 10H R3/3 シルト質粘と 蜜化鉄

暗褐色  10YRV3 ンルト質粘土 VI層砂質シルト

費髄   10YRV8 曝僑色粘■

に討】ユ甜鍮色10ヽコR4/3 Ⅵ層砂質シルト

SD29 黒褐色  10Yttρ ルト質粘上

② 暗掲色 10YR3お

黄橙色 10YR‐ /8

ンルト買粘士 互層

黄橙色 IOYRi/8 暗褐色シルト質粘上

遺構名 色 調 性 質 混入物及び備考

Ｄ２

①

黒褐色  10Ⅵ貶/8

暗髄  10粒鞘 /3 粘土

暗褐色 10YR3/3 粘と 黒色粘土

3b 黒掲色  1蝦RV2 粘土 VI層砂質シルト

暗褐色  10YR3/3 砂質シルト VI層砂質シルト

明黄偶色 10YR7κ 砂質シル ト 黒色粘土

黒褐色  10YR3/2 雅土質シルト VI層砂質ンル ト

黒掲色  10Y貶 /2 シルト質粘■ VI層 砂質シルト

SD31 明黄褐色 10YR6/6 砂質ンル 暗褐色ンル ト

黒褐色  IOⅥ謝″ 粘土質シル ト VI層 砂質シルト

黒褐色  iOⅥυ/2 シル ト質粘土 lfI層 砂質ンルト

SD33 明黄褐色 1嶼R6ん 砂質シルト 暗褐色シルト

黒褐色  10VR3/2 VI層 砂質シルト

SD35 黒褐色  10YR3/2 ンルト VI層砂質ンル ト

暗褐色  10YR3/3 シ,レ ト

明黄褐色 IOYR7/6 砂質シルト

SD37
黒褐t iOIR3/2

明黄褐色10YR76

シアレト

砂質シルト

混成層

SD38

黒褐色 1聰 ん 土師器片

暗褐色  10YR3/4 粘土質シルト 璧崩落土

黒褐色  10YR3/2 粘土質シルト VI層砂質ンルト

にJ)潔門議色10WRo/4 砂質ンルト 璧崩壊土

黒褐色  10Y貶 /3 粘土賢シルト VI層砂質ンルト

黒褐色  IOttV2 粘土質ンルト 焼土・炭化物片

によ了ゞヨd罰色iOYR4お 粘■質ンルト 炭化物片

によい黄掲色 10覗 Rlκ 粘土質シルト VI層砂質シルト

にぶい灘記 iOVRな ん

黄橙色  10雨 18

粘土質ンルト

砂質ンルト

暗褐色 1い彎 /3

にJゝ離ユし10YR5/3

砂質シルト

砂質シルト

混成層

暗tBe 10YR3/3

す   V ◎
@     D 。

O

尉t①       ◎

_  ◎
°

◎ 。 ③
 ⑤ ⑥ ◎
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をもってまっすぐ立ち上が り中ほどで外反する。断面形は逆台形である。堆積土は3層で、黒

褐色シル ト質粘上を基調に責橙色砂質シル トを含む。上師器片が 2点出上している。磁北に対

して57度東に偏る。

S D38溝跡

B・ Cト レンチのZ-1か らV-2に かけて検出された。調査区を北西―南東に斜めに延び

ている。S K25。 28。 S D24・ 小溝群② (S D30・ 31・ 32・ 33・ 34・ 36・ 37)に切られている。

上幅80cm～■O cm・ 底面幅30cm～ 35 cm・ 深さ45cm～50 cmを 計る。底面は平坦であり、底面高は

ほぼ一定である。壁は急角度に立上がり中位からゆるやかに広がる。断面形は逆台形である。

堆積土は 5層で黒褐色粘土質シル トとにぶい黄橙色砂質シル トである。出土遺物はない。磁北

に対して60度西に偏る。

S D40溝跡

Cト レンチのY-3か らY-5に かけて検出された。調査区を北―南に延びている。S D29・

小清群② (S D30)を切っている。上幅45cm～ 70 cm・ 底面幅20cm～ 35 cm・ 深さ10cm～ 20 cmを計

る。底面はゆるやかに窪み、壁は角度をもってゆるやかに立ち上がる。断面形は逆台形である。

堆積土は 3層で黒褐色粘土質シル トとにぶい責褐色粘土質シ′レトがある。出土遺物はない。磁

北に対して10度西に偏る。

S D43溝跡

Cト レンチのX-9か らZ-9にかけて検出された。東―西に調査区を直行するように延び

る。 S D27・ SA5に切 られている。上幅90cm～115 cm・ 底面幅35cm～50飢・深さ30cm～45 cm

を計る。底面は著しい凹凸があり、底面高はほぼ一定である。壁は角度をもってゆるやかに立

ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は 2層で、暗褐色シル トである。灰白色火山灰を含

む。土師器片が 1点出上している。磁北に対 して82度西に偏る。

S D44溝跡

Cト レンチのY-10か らZ-10に かけて検出された。東―西に調査区を直行するように延び

ている。上幅35cm～55 cm。 底面幅30cm。 深さ25甑～30 cmを 計る。底面は北側に傾いており、レ

ベルはほぼ一定である。壁は急角度で立ち上がる。断面形はU字形である。堆積土は 2層で、

黒褐色粘土質シル トと黄橙色砂質シル トである。出土遺物はない。磁北に対 して82度西に偏る。

S D45溝跡

Cト レンチのX-18か らY-18に かけて検出された。東―西に調査区を直行するように延び

ている。 S D46を切っている。上幅は2.8m～3.3m・ 底面幅80cm～ 100側・深さ80cmを計る。底

面は、ほぼ平坦である。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がる。断面形は逆台形である。堆

積土は大別 4層で、にぶい黄褐色・黒褐色・暗褐色・灰黄褐色・オリーブ黒色のシル ト・暗緑



灰色の砂である。底面に砂の集積があり水が流れていたことが窺える。青磁 1点・木製品・石

製品・動物遺存体 (貝 )・ 植物遺存体が出土している。磁北に対して82度西に偏る。

S D46溝跡

Cト レンチのX-16か らY-18にかけて検出された。調査区を北東一南西に斜めに延びてい

る。 S D45に切 られて、 S D47を切っている。上幅60cm～ 70 cm・ 底面幅20cm・ 深さ30cm～ 40 cm

を計る。底面はゆるやかに丸 く窪み、底面高はほぼ一定である。壁はゆるやかに立ち上がる。

断面形はU字形である。堆積土は 4層で、黒褐色 。暗褐色のシル ト質粘土である。出土遺物は

ない。磁北に対して30度東に偏る。

S D47溝跡

Cト レンチのX-15か らY-15にかけて検出された。東―西に調査区を直行するように伸び

ている。S D46に切られている。上幅40cm～60 cm・ 底面幅20cm～ 35 cm・ 深さ15cm～ 20 cmを計る。

底面はほぼ平坦で、底面高はほぼ一定である。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がる。断面

形はU字形である。堆積土は 1層で、暗褐色シル ト質粘上である。出土遺物はない。磁北に対

してほぼ直交する。

S D48溝跡

Cト レンチのY-9で検出された。東―西に延びている。上幅20cm～25 cm・ 底面幅 5 cm～ 10

cm・ 深さ 5 ct4～ 10 Cmを計る。底面には、若千の凹凸がある。壁はゆるやかに立ち上がる。断面

形はU字形である。堆積土は 1層で、黒褐色シル トである。出土遺物はない。磁北に対 して82

度西に偏る。

小溝群① (SD7・ 8・ 9・ 10・ 14・ 15。 16・ 19・ 20・ 21)

Bト レンチのK～ N一 -2～ 4区 にかけて検出された。調査区を lm～ 4mの 間隔で北北

東―南南西にほぼ平行に走る小溝群である。S11に切 られ、 2号方形周溝墓を切っている。

上幅20cm～35 cm・ 底面幅15硼～25 cm・ 深さ l cm～20側を計 り、溝ごとに多少のばらつきがある。

底面には、著しい凹凸がある。特にS D16は、半円状の窪みが二列に並んでいる。壁は角度を

もってまっすぐに立ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は黒褐色砂質シル トの単層でⅥ

層上のブロックを含む。 S D15。 16と S D17・ 18は位置的にずれており、その間に一つの区画

があることが推定される。S D21よ り上師器片が 1点出土している。磁北に対して20～25度東

に偏る。

小清群② (S D30・ 31・ 32・ 33・ 34・ 35・ 36・ 37)

BoCト レンチのV～ Z-1～ 4区にかけて検出された。調査区を75cm～90cmの 間隔で北東―

南西 |こ ほぼ平行に走る/1ヽ清群である。 S K15。 28。 S D24。 26・ 27・ 30に切られ、S D38・ 3

号方形周溝墓を切っている。上幅30cm～ 40硼・底面幅15師～30 cm・ 深さ 5甑～20 cmと 溝ごとに
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多少のばらつきがある。底面には、著しい凹凸がある。壁は角度をもってまっすぐに立ち上が

る。断面形は逆台形である。堆積土は、黒褐色粘土質シル トが主でⅥ層土のプロックを含む単

層である。S D34よ り上師器片が 1点出土している。磁北に対して45～48度東に偏る。

小溝群③ (S D41・ 42)

Cト レンチのX～Y-6～ 8区にかけて検出された。調査区を2mの間隔で北東―南西にほ

ぼ平行に走る小溝群である。 S K31・ S D27に切られている。上幅30cm・ 底面幅20cm～ 25 cm・

深さ 5 cm～10 cmを計る。底面には、著しい凹凸がある。壁は角度をもってまっすぐに立ち上が

る。断面形は逆台形である。堆積土は黒褐色砂質シル トの単層で、Ⅵ層の上のプロックを含む。

出土遺物はない。磁北に対して37度東に偏る。

鋤痕跡

小溝群① と平行して鋤の跡 と思われる半円状の窪みが連なる。小溝群① と一連のものと思わ

れる。

4.土坑・井戸跡

SKl井戸跡

L-14区で検出されている。SK2に切られている。平面形はほぼ円形で、長軸1.lm.短軸

lm・深さ2.lmを計る。底面は径65cmの不整円形を呈し、中央部に径40cmで深さ10cmの窪

みがみられる。壁はほぼ垂直に立ち上がる。断面は円筒形である。堆積土は、上位では黒褐色

のシル ト質粘土 。中位では粘性のやや強い土・下位ではグライ化した粘上である。堆積上の状

況より人為堆積 とみられる。堆積土より中世陶器・磨面のある石製品・礫・把手 。曲物の底板・

木片が出土している。

SK2井戸跡

K・ L-14・ 15区で検出されている。SDl・ SKlを切っている。平面形は長軸4.Om・ 短

軸3.5mの不整形の楕円形でる。深さ2.4mま で確認し底面まで検出していないが掘 り込み部分

は長軸2.3m・ 短軸1.7mの精円形である。壁は、ほば垂直に立ち中位でゆるやかになる。断面

形は逆台形である。堆積土は、黒褐色・暗灰黄色のシル ト・暗オリーブ灰色の砂 。オリーブ黒

色の粘土質シル トである。堆積土全体に礫を含み一度に埋め戻されたことが窺える。南壁面中

位に平面形が長軸80cm・ 短軸65cmの楕円形で深さが確認面より2.6mの 掘 り込み部分がある。

底面は径80cmの不整形の円形を呈し、壁はほば垂直に立ちオーバーハングしているところも

ある。断面形は円筒形である。堆積土中から陶器・磁器・瓦・加工面をもつ礫・棒状銅製品・

木製の蓋 ?・ 獣骨・貝が出土している。また、半円を袂った長方形の板材が二つの掘 り込みを

仕切るように出上している。
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SK3井戸跡

M-11区で検出されている。SD4を切っている。西側が調査区外のため東半部の検出であ

る。平面形は南北軸で径1.6mの不整形の円形 と推定される。深さは2.3mでぁる。底面は径50

cmの不整円形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、中位で南側はゆるやかな傾斜になる。断

面形は漏斗形である。堆積土は上位が黒褐色シル ト質粘土で、中位が粘性のやや強い土になり、

下位では明責褐色の砂質シル トになる。堆積土より杭が出土している。

SK4井戸跡

M-9区 で検出されている。西側の一部は調査区外に延びる。平面形は径1.75mの不整形の

円形 と推定される。深さは2.65mで ぁる。底面は径60cmの 円形を呈しいる。壁はほぼ垂直に立

ち上がり、中位から徐々にゆるやかに広がる。断面形は漏斗形である。堆積土は、上位では黒

褐色シル ト質粘土 。中位ではにぶい責褐色の砂・下位ではグライ化した暗オリーブ灰の砂を含

む粘上である。堆積上の状況から上部は人為堆積 とみられる。堆積土中から陶器・瓦質土器・

鎌 。木片が出上している。

SK5土坑

K-7区 で検出されている。SK6・ 7を切っている。平面形は長軸1.9m.短軸 lmの長方

形を呈する。深さは20～30cmで ある。底面は径65cmの不整円形を呈し、中央部に径40cmで深

さ10cmの ピットがみられる。底面には、若子の凹凸がある。壁は東側でほぼ垂直に、西側でゆ

るやかに立ち上がる。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、黒褐色粘上を含むにぶい黄橙

色砂である。底面から礫が出上している。

SK6井戸跡

K-7区 で検出されている。SK7を切って、SK5に切られている。東側の一部は調査区

外に延びる。平面形は径1.75mの不整円形で、深さは1.3mで ぁる。底面は径1.15mの不整円形

を呈している。壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。断面形は円筒形である。堆積土は、上位ではに

ぶい責褐色の砂 。中位では黒褐色粘土・下位では黒色粘上である。レンズ状に堆積しているが

上部は人為堆積である。堆積土中から土師器・陶器・木片・藁材・種子が出上している。

SK7土坑

K-6区で検出されている。SK5。 6に切 られている。平面形は不整な方形の遺構 と考え

られるが不明である。深さは15cmで ある。底面は著しい凹凸がある。壁は、ほば垂直に立ち上

がる。断面形は歪な逆台形である。堆積土は、にぶい黄橙色を含む黒褐色シル ト質粘上である。

出土遺物はない。

SK8井戸跡

L-6区で検出されている。東側が調査区外にのびるため西半部の検出である。平面形は径
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1.5mの 円形 と推定される。深さは1.65mで ぁる。底面は径50cmの不整円形と推定される。壁

は、急角度で立ち上がる。断面形はU字形である。堆積土は、上位ではにぶい責橙色のシル ト

質粘土・中位では灰白色火山灰を含む黒褐色粘土 。下位では明黄褐色・ にぶい黄橙色の砂質シ

ル トである。灰白色火山灰を含む黒褐色粘上の層より鹿角製品が出上している。

SK9土坑

L-6区で検出されている。東側が調査区外にのびるため西半部の検出である。平面形は径

lmの不整円形 と推定される。深さは30cmで ある。底面は径55cmの不整円形 と推定される。壁

は、急角度で立ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は、暗褐色砂質シル トとにぶい黄橙

色砂である。堆積土中から礫が出上している。

S Kll井戸跡

M-5区 で検出されている。ピットに切られている。西側の一部が調査区外に延びる。平面

形は長軸で1.25m以上・短軸で1.lmの楕円形 と推定される。深さは90cmである。底面は長軸

60cm e短軸50cmの 楕円形を呈し、中央部に径40cmで深さ10cmの窪みがみられる。壁は、ほ

ぼ垂直に立ち上がる。断面形は円筒形である。堆積土は、上位では黒褐色のシル ト質粘上 。中

位では粘性の強い土・下位ではにぶい黄橙色シル ト質砂である。堆積土中から中世陶器・礫が

出土している。

S K12土坑

L-6区で検出されている。ピットを切っている。平面形は長軸90cm。 短軸60cmの不整形

の長方形で、深さは10cmで ある。底面は平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は偏平な

逆台形である。堆積土は、黒褐色の粘土を含むにぶい黄橙色のシル ト質粘上である。堆積土中

から土師器片が出上している。

S K13土坑

L-5区で検出されている。平面形は長軸■Ocm。 短軸65cmの楕円形で、深さは15cmで あ

る。底面は緩やかに窪み、壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は皿形である。堆積土は、Ⅵ層

砂を含む灰黄褐色・黒褐色の粘土である。堆積上の状況から人為堆積 とみられる。堆積土中か

ら土師質土器・陶器 。礫が出上している。

S K14土坑

L-5区で検出されている。平面形は径85cm不整形の円形で、深さは70cmで ある。底面は

径20cmの 円形呈 し平坦である。壁は角度をもってまっすぐに立ち上がる。断面形は逆台形であ

る。堆積土は、にぶい責橙色・ にぶい黄褐色の砂質シル トである。堆積上の状況から人為堆積

とみられる。出土遺物はない。
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S K15井戸跡

K-3・ 4区で検出されている。東側の一部が調査区外にのびるため全体の形態は判明しな

いが、平面形は径2.7mの 円形 と推定される。深さは2.3mでぁる。底面は径1.2mの 円形を呈 し

ている。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、中位で段がつく。断面形は漏斗形である。堆積土は、

Ⅵ層砂・黒色粘土を含む暗褐色粘土である。全体に小礫を含み一度に埋め戻された上である。

堆積土中から磁器・陶器・瓦 。古銭・鎌 。木製品 (木錘・接手など)。 竹製品 (編み具)・ 木片・

種子・貝が出土している。また、井戸の中央に節の抜けた竹が堆積上にささるように出上して

いる。

S K16井戸跡

K-3区 で検出されている。東側の一部が調査区外にのびるため全体の形態は判明しないが、

平面形は長軸 2 mo短軸1.3m以上の不整形の精円形 と推定される。深さは1.65mで ぁる。底面

は長軸75cm・ 短軸60cmの不整形の楕円形を呈 し、ゆるやかに窪んでいる。壁は南側でほぼ垂

直に、北側で段を有しながら立ち上がる。断面形は歪なU字形である。底面近 くに土留めに使

用したと考えられる河原石と杭が打ち込まれている。堆積土は、Ⅵ層シル トを含む黒褐色粘土・

グライ化した暗緑灰色のシル トである。堆積上の状況から人為堆積 とみられる。堆積土より礫

が出土している。

S K17井戸跡

B― -1区で検出されている。S D12を切っている。平面形は径75cmの 円形で、深さは lmで

ある。底面は径45cmの 円形を呈しゆるやかに窪み、壁はほぼ垂直に立ち上がる。断面形はU字

形である。堆積土は、Ⅵ層シル トを含む黒褐色粘土からなる。出土遺物はない。

S K18土坑

D-0区 で検出されている。l号方形周溝墓を切っている。平面形は径85cmの 円形で、深さ

は20cmである。底面は径80cmの 円形を呈しほぼ平坦で、壁はほぼ垂直に立ち上がる。断面形

は逆台形である。堆積土は、黒褐色シル ト質粘土 。褐灰色粘土・黒褐色粘土からなる。出土遺

物はない。

S K19土坑

E-0区 で検出されている。1号方形周清墓を切っている。平面形は径75cmで、深さは25cm

である。底面は径70cmの 円形をほぼ平坦で呈し、壁はほぼ垂直に立ち上がる。断面形は逆台形

である。堆積土は、炭化物・焼土を含む黒褐色粘土・にぶい責褐色シル トからなる。白磁が出

土している。

S K20土坑

O-0区 で検出されている。 2号方形周溝墓を切っている。平面形は長軸1.lm.短軸 lmの
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色 調 性 質 混入物及び構考

黒褐色  10YR2/2 ンル ト質粘■ VI層砂質ンルⅢ

掲灰t 10YR4/1 粘土 厘面に酸化鉄

黒掲色  iOYR4/2 粘土 V彊砂賃シルト、ほ面に砂り柴韻

黒褐色  10YR2/2 粘土 炭化物・焼土

によい養脅由 10YR4/3 VI層砂質シルト

黒偶色  iOYR2/2 脚効、線 に剛伽D籍

黒褐色  10Ⅵ鬱/2 粘■ VI層 シル

黒色  10YR2/1 粘土 V隣 |レ ト師 剛釘懸

SK21
黒掲色  10YR2/3 ンルト質粘土 V4雛頂ンルト脚助 触

に加】黄脅色 iOYR4/3 粘土 V彊り質シルトむ報幼卍西

SK22

黒褐色  10YR2/3 ルト質粘土 炭化物携土`土師器片

暗禍色  10YR3/4 粘と VI層砂・炭イヒ物・焼土

3
黄橙色 10YR?ん

にれ】剤母色 10釈 5/4

混成層 壁崩壊土

i師器片

暗褐色  10YR3お ンルト質粘土 ユ師器 片

暗掲色  10YR3/3 ンルト質粘土 VI層 シル ト

暗掲色  10YR3お

黄橙色 10YR7/8

ルト質粘土 混成層 壁崩壊上

黒褐色  iOYR2/3 粘と 炭化物・携土

黒絶  ЮY貶/3 ンルト質粘土 略粘lⅥ層ンルト凹凸あ,

黒褐色  10h/R3/2 ンルト質粘土 V層ンレヽ炭肋 触

黒褐色 751R31 I」l質シルト 麟 橙色砂賃ンルト

黒褐色  7 5hR31 砂質シル 酸化鉄粒

黒褐色  75hB I 砂質ンルト 酸化鉄粒

黒掲色  10YR2/2 粘土質シルト 聞嵌辻浸鮒池顔 ンル|

黒褐色  10h R3/1 粘土質シルト グライ化

黒褐色 10YR3/1 砂質ンルト グライ化

色 調 性 質 混入物及び備考

灰黄褐色 10YR4/2 粘上質シルト Ⅵ暦秒賃シルト・炭イヒ物粒

にれ韓 絶 10YR4/3 粘上質シルト 炭化物粒・灰

黒褐色  iOYR3/2 砂質ンル ト やや粘土質

SK21 黒褐色 10Y田 /2 粘■

黒褐色  IOYR3/2 粘土 礫

黒掲色  10YR2/2 砂質シルト 礫

異褐色  5Y2/1 グライ化

図16 土坑Ⅳ



精円形で、深さは40cmで ある。底面は径70cmの 不整円形を呈 しやや凹凸がある。壁は急角度

で立ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は、Ⅵ層シル トを含む黒褐色粘上である。堆積

土中から土師器・須恵器が出上している。

S K21土坑

Q-1区 で検出されている。S K24を切っている。平面は長軸125cm・ 短軸90cmの 楕円形で、

深さは20cmである。底面は長軸90cm・ 短軸75cmの 楕円形を呈し、凹凸がある。壁は、急角度

に立ち上がる。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、炭化物・焼土を含む黒褐色シル ト質

粘土・ にぶい責褐色粘上である。堆積土中から土師器・須恵器が出上している。

S K22土坑

Q-1区 で検出されている。平面形は長軸で75cm。 短軸で60cmの楕円形で、深さは25cmで

ある。底面は長軸60cm・ 短軸20cmの長楕円形を呈 しやや窪み、壁は東側で急角度に立ち上が

り、西側はテラス状に段がつく。断面形は歪な逆台形である。堆積土は、炭化物・焼土を含む

黒褐色シル ト質粘土・暗褐色粘土・黄橙色シル トである。堆積上の状況から人為堆積 とみられ

る。堆積土中から土師器・須恵器が出上 している。

S K23土坑

P-1区で検出されている。西側が調査区外にのびるため全体の平面形は判明しないが、平

面形長軸 lm。 短軸0.4m以上の楕円形 と推定される。深さは30cmである。底面は長軸30cm。

短軸20cm以上の楕円形 と推定される。壁は西側で急角度に立ち上がり、東側はテラス状に段が

つ く。断面形は歪な逆台形である。堆積土は、暗褐色シル ト質粘土・責橙色シル トである。堆

積上の状況から人為堆積 とみられる。堆積土中から土師器 。須恵器が出上している。

S K24土坑

Q-1区 で検出されている。 S K21に切 られている。平面形は長軸で115cm・ 短軸で45cmの

楕円形で、深さは20cmで ある。底面は長軸60cm・短軸30cmの楕円形を呈し、凹凸がみられる。

壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は炭化物・焼土を含む黒褐

色粘上である。堆積上の状況から人為堆積 とみられる。出土遺物はない。

S K25土坑

W-1・ 2区で検出されている。 S D24。 38・ 河ヽ溝群② (S D30)。 ピットを切っている。平

面形は長軸1.85m o短軸1.65mの長方形で、深さは20cmである。底面はほぼ平坦で、壁は急角

度で立ち上がる。断面形は偏平な逆台形である。堆積土は、黒褐色シルト質粘土と黄橙色シル

トからなる。中世陶器が出上している。

S K26井戸跡

X-11区で検出されている。S D27を切っている。平面形は長軸2.Om・ 短軸1,7mの不整形



の精円形である。深さは 1.9mで ある。底面は径70cmの 不整円形を呈し、壁は急角度に立ち上

がり、中位で南側でテラス状の段がつく。断面形は円筒形である。堆積土は、上位では黒褐色

の砂質シル ト・中位では粘性のやや強い土・下位ではグライ化した砂質シル トである。上部は

堆積の状況から人為堆積 とみられる。堆積土中から中世陶器・木片・藁・礫が出土している。

S K27井戸跡

X-12区で検出されている。 S D27を切っている。東側の半分が調査区外にのびるため全体

の形態は判明しないが、平面形は径1.5mの 円形 と推定される。深さは1.7mで ぁる。底面は径

60cmの不整円形を呈すると推定され、壁はほぼ垂直に立ち上がり、中位で北側にテラス状の段

がつ く。断面形は漏斗形である。堆積土は、上位は灰黄褐色および責橙色の粘土質シル トで中

位は黒褐色の粘上になり、下位では小礫を含む黒褐色の砂質シル トになる。上部は堆積上の状

況から人為堆積 とみられる。箸が出上している。

S K28土坑

Y-0区 の北壁で検出されている。 S D38を切っている。北側の大部分が調査区外へ延びる

ため全体の形態は判明しないが、平面形は径1.lm以上の円形 と推定される。深さは70cmであ

る。底面は径30cm以上の円形を呈すると推定される。壁は、ほぼ垂直に立ち上がり、中位で西

側でテラス状の段がつく。断面形は逆台形である。堆積土は、黒褐色のシル ト質粘上である。

堆積土中から礫が出上している。

S K29井戸跡

X-4区 で検出されている。 S D29を切っている。東側の半分が調査区外にのびるため全体

の形態は判明しないが、平面形は径1.6mの 円形 と推定される。深さは2.15mで ぁる。底面は長

軸60cm。 短軸45cmの楕円形を呈する。壁はほぼ垂直に立ち上がり、中位から南側でひらく。

断面形は漏斗形である。堆積土は、上位では黒褐色・灰黄褐色・黄橙色のシル ト・ 明黄褐色の

砂質シル トで、中位では黒褐色の粘土質シル ト、下位ではグライ化した灰色砂になる。上部は

堆積上の状況から人為堆積 とみられる。堆積土中から中世陶器・木片が出上している。

S K30井戸跡

X-4・ 5区で検出されている。 S D28を切っている。平面形は長軸1.2m・ 短軸 lmの楕円

形を呈し平坦である。壁の崩落のため底面の確認はしていないが、深さは1.7m以上で、底面は

70cm以下の円形を呈すると推定される。断面は円筒形である。堆積土は、灰責褐色砂質シル ト・

にぶい責橙色シル ト質砂・黒褐色粘上である。上部は堆積上の状況から人為堆積 とみられる。

堆積土中から中世陶器が出土している。

S K31井戸跡

X-7・ 8区で検出されている。小溝群③ (S D42)・ SA3を切っている。平面形は長軸1.7
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色 調 性 質 混入物及び備考

SK31

暗掲色  10Y郎 /3 ルト質粘主 焼■・炭化物

lb 暗褐色  10VR3潟 ルト質粘土 焼■ ,炭化物

黒褐色 10YR3/2 粘土 V層と'Ⅵ層砂賃シルト

黒掲色  10YR3/1 粘土 6層 粘土

票褐色  10YR3/1 粘土 V層ととヽ睡 ンルト

具掲色  10YR3/1

責橙色  10YR3/6

粘■

砂質ンルト

黒掲色  10YR4/1 ルト質粘土 形甲毛濡壊路霊髯
褐灰色  10YR4/1 粘土 V層土とVI層砂賃ンルト

灰黄褐色 10YR4/2 粘土 V悟顔 ンルト、脚僚の期

灰責掲色 10YR4/2 粘土 V目顔 ンルト、炭イ勒

オリーブ黒色 5Y2/2 粘土 グライ化

オリー′鎚 10Y2/2

灰オサーア 75Y4/2

粘土

砂質シル ト

互層

色 調 性 質 混入ツ及び備考

灰責掲色 10YR4/2 炭化物

黒褐色  10YR3/2 VI層秒質シルト

によい黄樹L iOYR7/4 砂質ンルト

黒褐色 10YR3/2

によい☆樹色10YR7/4 砂質ンル ト

月費褐色 10YR6κ 砂質シル V層粘土

月黄褐色 10YR6/6 粘土質ンルト V層粘土

黒褐色 10Y黒2/3 砂質シルト VI層 砂質シルト

黒掲色  10YR3/1 VI層砂質シルト

にぶい黄色  2 5Y6/3 砂

黒褐色 5Y2/1 グライ化

灰色  10Y5/1 砂 グライ化

絶
"暇

胆應絶ンレral
によヤ墳橙色ンルトЮ層)酸化気

灰責掲色 ユOYR4/2 砂質ンルト

にれ 需ヽ母色 10WR3/4 シルト質秒

黒褐色  ユOYR2/2 粘土 VI層砂質シルト

黒褐色  1ぬ無2/2 粘土 V,醒シルトグライ化

黄橙色  10YR7/8 壁崩落土

黒褐色  10YR2/3 粘土

砂

におい黄福色 10YR4/3 シル ト質粘土 VI層砂質ンル ト

黄橙色  10粒 R7/8

に出)剤母色 10YR4/3 シルト質粘土

VI層砂質シル ト

互層

黒褐色  IOYR2/2 ルト質粘土 VI層砂質シル ト

黄橙色 10YR7/8 V層粘土

図17 土坑 V



m・ 短軸1.5mの楕円形を呈する。壁の崩落のため底面の確認はしていないが、深さは1.65m以

上で、底面は70cm以下の円形を呈すると推定される。壁はほぼ垂直に立ち上がり、南側が広が

る。断面形は漏斗形である。堆積土は、上位では暗褐色シル ト質粘土・黒褐色粘土、中位では

灰黄褐色粘上、下位ではグライ化 したオリーブ黒色粘上である。上部は堆積土の状況から人為

堆積 とみられる。堆積土中から中世陶器 。釘・木片が出上している。

S K32土坑

Y-7区 で検出されている。平面形は長軸90cm。 短軸80cmの楕円形を呈 し、深さは80cmで

ある。底面は長軸40cm・ 短軸35cmの 精円形を呈 しゆるやかに窪み、壁は急角度に立ち上がる。

断面形は逆台形である。堆積土は、黄橙色シル トを含む黒褐色粘土・ グライ化したオリープ黒

色粘土を含む灰オリーブ砂である。堆積土中から一括の中世陶器甕が出土 している。

S K33土坑

Y-10。 11区で検出されている。平面形は長軸60cm。 短軸50cmの楕円形を呈 し、深さは25

cmである。底面は径30cmの不整円形を呈し平坦で、壁はゆるやかに立ち上がる。断面形は逆

台形である。堆積土は、黄橙色シル ト・黒褐色シル ト質粘上である。出土遺物はない。

S K34土坑

Y-8区 で検出されている。平面形は長軸90cm・ 短軸80cmの長方形を呈 し、深さは15cmで

ある。底面に凹凸があり、中央部に径15cmで深さ15cmの ピットがみられる。壁は、ほぼ垂直

に立ち上がる。断面形は逆台形である。堆積土は、黒褐色シル ト質粘土・責橙色シル トである。

釘が出上している。

S K35井戸跡

Y-11区で検出されている。 SA4を切っている。平面形は長軸90cm・ 短軸75cmの精円形

を呈している。出水のため底面の確認はしていないが、深さは確認面よりlm以上で、底面は

60cm以下の円形を呈すると推定される。断面は円筒形である。堆積土は、黒褐色粘土・責橙色

シル トである。堆積上の状況から人為堆積 とみられる。堆積土から礫が出土 している。

S K36井戸跡

X-13区で検出されている。平面形は径85cmの不整形の円形を呈している。出水のため底面

の確認はしていないが、深さは1.lm以上で、底面は70cm以下の円形を呈すると推定される。

断面は円筒形である。堆積土は、Ⅵ層シル トを含む暗褐色シル ト質粘土・黒褐色粘土である。

上部は堆積土の状況から人為堆積 とみられる。堆積土中から礫が出上している。

5、 掘立柱列・掘立建物跡・ ビッ ト

SAl掘立柱列

M-6・ 7区で検出された。南北に延びる柱列 3間 (北 より2.Om+1.7m+1.7m、 総長5.4
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m)を確認した。柱穴の掘 り方平面形は、両端の 2基が南北辺70～80cm。 東西辺50cmの長方

形で、中の 2基が60cmの方形を呈する。深さは25～35cmを計る。柱痕跡はすべての柱穴にみ

られ、15～20cmの 円形あるいは楕円形を呈している。柱穴の埋め土は黒褐色のシル トでⅥ層の

上を含むものもある。柱穴の埋土から土師器片が出上している。SBl・ 2と 溝状落ち込みに

切られている。磁北に対 して20度東に偏る。 1号住居跡の南北軸 とほば同一方向である。西に

伸びる建物跡の可能性 もある。

SA2掘立柱列

K～M-11区で検出された。東西に延びる柱列 3間 (西 より1.8m+1.9m+1.7m、 総長5.4

m)を確認した。柱穴は径20～40cm・ 深さ15～25cmの不整形の円形で、埋土は明責褐色砂質

シル トを含む黒褐色シル トである。柱穴ピット①より須恵器片及び近世の磁器が出上している。

SD3を切っている。磁北に対して85度西に偏る。

SA3掘立柱列

X～ Z-4～ 8区で検出された。東西に延びる柱列 2間 (西 より1.8m+1.9m、 総長3.7m)・

南北 4間 9ヒ より2.6m+2.7m+2.6m+2.4m、 総長11.3m)を 確認 した。柱穴は径20～30cm・

深さ15～45cmの不整形の円形で、埋土は明責褐色砂質シル トを含む黒褐色シル トである。ピッ

ト①より上師器片が出上している。S D28を切って、S K31に切られている。磁北に対して1

度西に偏る。

S A 4t屈立柱列

X～ Z-7区で確認された。柱列東西 3間 (西 より2.lm+2.lm+1.8m、 総長6.Om)を 確

認した。柱穴は径20～60cm・ 深さ15～30cmの不整の円形で、埋土は明黄褐色砂質シル トを含

む黒褐色シル トである。ピット① o② より漆片が出上している。磁北に対 してほぼ直交する。

SA5掘立柱列

X～ Z-9区で確認された。柱列東西 2間 (西 より2.2m+2.6m、 総長4.8m)を確認した。

柱穴は径20～ 25cm・ 深さ20～30cmの不整形の円形で、埋土は明責褐色砂質シル トを含む黒褐

色シル トである。 S D43を 切っている。磁北に対してほぼ直交する。 SA4と組み合う建物跡

の可能性もある。

SBl掘立桂建物跡

K～M-5・ 6区で検出した。桁行 2間 (西列2.5m+2.5m、 総長5.Om)梁行 2間 (南列1.8

m+1.9m、 総長3.7m)の南北棟の建物である。柱穴は径25～ 40cm・ 深さ25～45cmの不整形

の円形で、埋土は明責褐色砂質シル トを含む黒褐色シル トである。ピット①・②は偏平な石を

礎盤にしている。 SAlを切っている。磁北に対して15度東に偏る。



SB2掘立柱建物跡

L・ M-6～ 8区で検出した。南柱列 2間以上 (1.9m十 @)。 東柱列 3間 (2.lm+2.lm十

2.Om,総長6.2m)の建物跡である。柱穴は径20～50cmの不整形の円形を呈し、深さ15～40cm

を計る。埋土は明黄褐色砂質シル トを含む暗褐色シル トである。 SAlを切っている。磁北に

対して10度東に偏る。

SB3掘立柱建物跡

X・ Y-1・ 2区で検出した。東西 2間 (西 より2.4m+2.4m、 総長4.8m)o南北 1間 (4.0

m)の建物跡 として確認した。柱穴は径20～ 25cm・ 深さ25～35cmの不整形の円形で、埋土は

明黄褐色砂質シル トを含む黒褐色シル トである。 S D27を切っている。磁北に対して 4度東に

偏る。本来は南北 2間 ×東西 2間の東西棟の建物跡 と考えられる。

SB4掘立柱建物跡

Y・ Z-lⅢ 12区で検出した。東西 2間 (西 より1.8m+1.8m、 総長3.6m)以上、南北 3間

(北 より1.7m+1.7m+1.7m、 総長5。 lm)の建物跡を確認した。柱穴は径20～ 25cm・ 深さ50～60

cmの不整形の円形で、埋土は明黄褐色砂質シル トを含む黒褐色シル トである。S K35に切られ

ている。磁北に対して 1度西に偏る。ピット① o②・③は小礫を敷き詰めて礎盤 としている。

Pit19 中世陶器の甕を礎盤にしている。

Pit135 土師器の不が出上している。

Pit140・ 137 土師器の甕の破片がそれぞれ出上している。近接する地点に土師器のイが出上し

ているS K21・ 22がある。

その他、掘立柱列・掘立柱建物跡以外にも柱穴 と思われるピットが多数検出されたが調査区

の制約等で、掘立柱建物跡ないし柱列と認定できなかった。
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番号 種別 器お 地点 層位 外面調整 底  部 内面調整 口径 底 径 器 高 備 考 写真

上師器  不 SK22 1層 ロクロ調整 回転糸切 り ガキ 黒色処理

土師器  イ SK22 1層 ロクロ調整 回転糸切 り ガイ 黒色処理

土師器  郎 SK22 1層 ロクロ調整 (ヘ ラケズリ) ガ キ 6少 140 ロクロロの凹凸大 再酸化

土師器  イ SK22底面 ロクロ調整 回転糸切 り ガキ 黒色処理

土師器  不 SK22底面 ロクロ調整 回転糸切 り ガキ 黒色処理

土師器高台付イ SK22底面 ロクロ調整 回転糸切 り ガキ 黒色処理 63(高 台径 )

須意器  不 SK22 1層 ロクロ調整 ロクロ調整

土師器  イ SK21 1層 ロクロ調整 回転糸切 り ヘラミガキ 黒色処理

赤焼土器 イ SK21 1層 ロクロ調整 回転糸切 り ロクロ調整

土師器  芥 ピット 135 ロクロ調整 回転糸切り ヘラミガキ 黒色処理 01

顔恵器  イ Q-0区 ロクロ調整 回転糸切 り ロクロ調整 火欅

図19 土師器・須恵器
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番号 種別  器種 地点    層位 特 鶴 写 真

■師器 甕 SK21    1層 外ロクロ調整・ ケズリ、内ロクロ調整

須恵器 変 SA 2 Pit ① 外平行叩き目、内ロクロ調整

須恵器 鉢 SD 2   埋土 外ロクロ調整、内ロクロ調整

須恵器 褻 Q― O区 外格子叩き目、内ロクロ調整

須恵器 甕 K-7区   V層 外平行叩き日、内ロクロ調整

陶器  壺 ? SK l    埋土 外自然釉、内輪積痕 常滑産  中世

陶器  甕 SK l  最下層 漆継ぎ、在地 3類 18C後 半～14C前半

土師器・須恵器、陶器 (中世)
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番号 種別  器種 地点    層位 特 徴 産  地 時 期 写 真

陶器  甕 SK26   2b層 断面に磨面、砥石に転用 常滑 中世 78-1

陶器  甕 SK26   2b層 外面押印 在地 5類 13後～14前

陶器  奏 SK29    8層 内外面ナデ 在地 4類 13後～14前

陶器  鉢 SK30  最下層 内外面ナデ 漆継 ぎ 在地 4類 13後～14前

陶器  鉢 SD27   底面 内外面ロクロナデ 灰釉 山茶碗窯系

陶器  甕 SK32   埋土 外面ナデ押印帯 粘■積み痕 内面ナデ 胴径60cm 在地 5類 13後～14前 78-3

陶器  鉢 SK 2   埋土 内外面ナデ    内面磨面 常 滑 中世

図21 陶器 (中世)
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番号 種別  器種 地点    層位 特 微 産  地 時 期 写 真

白磁  碗 3層 灰自色釉 無文 口径9 2cm 中国

青磁  碗 SD45    3層 櫛樹蓮弁文 端反り 中国 12C後半

陶器  甕 SK 2   埋上 受け口状、 5、 6、 7と 同一か ? 常 清 18C前半

陶器  羹 K-9区   m層 内外面ナデ 胎土粗粒 渥 美 12C^,13C

陶器  甕 K-9区   m層 内外面ナデ 受け口状 常滑 13C前半

lIJ器   墾 K-9区   III層 内外面ナデ 押印 粘土積み痕 常 滑 13C前半

陶器  甕 内外面ナデ 押印 粘上積み痕 最大径40 3cm・ 底径16cm 常 滑 13C前半

図22 陶器・磁器 (中世)
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番号 種別  器置 地 点 層位 篤 徴 産  地 時 期 写 真

23-1 染付け 皿 SK 2   埋士 高台銘「寿?J見込み五弁花 一削 79-7

染付け 皿 SK 2   埋上 見込み玉取獅子文      底径10 4cm 中 国 16c後半

23-3 染付け 碗 S(2    埋士 鉛ガラスによる擁き継ぎ   底径 3 5cm 瀬 戸 19c前半

染付け 碗 SK 2    埋土 見込み蝶         底径 3 5cm 肥 前

陶器  腕 埋 土 灰釉           底径 3 4cm 大堀相馬

23-6 染付 け 皿 埋 ■ 高台に砂付着        底径10 5cm 中 国 16c後半 79-6

陶器  構鉢 瑾土 鉄釉 筋 目単位 9条 岸窯系

陶器  信鉢 埋土 鉄釉 筋目単位 9条 ? 岸窯系

陶器  碗 SK13    1層 飴釉・白濁釉流し掛け底径 4 8cm口径■ 3cm器 高 7 0cm 美濃瀬戸

23-10 土師質土器皿 SK13    1層 ロクロ調整回転糸切り底径 5 Scm口 径 8 7cm器 高 2 5cm 近 世 79-■

土師質土器皿 SK13    1層 回転糸切り 油煙付着 燈明皿 底径 7 7cm 近 世

陶器  碗 L14区    表採 灰釉  底径 3 5cm口 径10 2cm器高 6 0cm 大堀相馬

図23 陶器・磁器 (近世)
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番号 種 別 地点 層位 長 さ 幅 ,享 さ 材 質 備 考 重置 写真

磨面をもつ礫 SK l  埋土 安山岩 糖円状の際  ユ面に磨面

砥 石 SB I   Pit ① 石英安山岩 3面砥面 研磨溝 あり

砥 石 石英安山岩 4面祗面 研磨溝あ り

加工面 をもつ礫 SD27  理土 凝灰質頁岩 5面カロエしている 83g

加工面をもつ礫 SK 2  連土 凝灰質貢岩 2面面取 りしている。

加正面 をもつ礫 Cl区  I層 石英安山岩質湊灰者 4面カロエしている

古銭 SK15  埋上 23径 寛永通宝

棒状銅製品 SK 2  埋土 651 断面方形

釘 SK34 最下層 断面方形の角釘

釘 S(31 最下層 断面方形の角釘

SK 4  埋上 刀先

鎌 SK15  埋土 162推定 中子に自釘 銘あり

図25 石製品・金属製品
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番号 種 別 地点 層位 長 さ 幅 厚 さ 木取り 備 考 写 真

曲物側板 S【 ユ  埋土 (285) 狂 目 内面に格子目のけびき線 外面 に平行にけびき線

曲物底板 SK l  埋土 204長軸 20 ,知証車由 柾 目 漆の付着あ り

26-3 把手 SK l  理上 27長輸 11短轍 丸材 両端に狭りを入れている

板状木製品 SK31 最下膳 紅 目 焼けている

SK 3  3層 (300) 62長軸 45短軸 丸太材 先端部加工 樹皮 を残 している

箸 SK27  理上 (100) 断面は方形 に近い 81-6

20-7 蕎 SK 2  埋上 芯持材 一部欠損 ―木で作る

図26 木製品 I
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番号 種男」 地点  層位 長 さ 幅 厚 さ 木取 り 備 者 写 真

栓 SK15 既 30長軸 31長軸 丸太材 中央部に凹みあ り

木鍾 SK15 埋土 38長軸 34短轍 丸飛材 樹皮を残している 切り込み部に溝あり 81-9

木鍾 SK15 埋土 38長斡 32短軸 丸太材 樹皮を残している 切り込み部に溝あり

竹製編具 SK15 埋土 (199) 竹材 半歳 先端加エ ー部欠損 81-13

三角状木製品 SK15 理土 板 目

接手 SK15 埋土 板 目 径2 cm・ 長さ 16～ 2 cmの突起、径 3 0cmの孔

図27 木製品 H



第Ⅵ章.遺物について

1.古墳時代前期の上器 (方形周溝墓出土上師器)(図 7)

1号方形周溝墓より上師器壺、3号方形周溝墓より不 (註 1)、 2号方形周溝墓 より上師器片が

出上している。

壷=体部資料が欠損し全体の器形が把握できないが、二重回縁で底部穿孔のものである。磨

耗のため部分的な確認ではあるが、赤彩が施されていたと考えられる。口縁部 は頸部から急角

度にまっすぐに立上が り、上方で外反し段を形成する。段の上部は大きく外反し口唇部に至る。

体部は底部から外傾 して立上が り徐々に丸みをもって頸部へと続 く球形である。底部は平底で

焼成前に穿けた孔がある。器面調整は外面に横ナデ・ヘラミガキ、内面は口縁部に横ナデが施

されており、体部には輪積痕跡を残 している。法量は国径15.5cm。 器高推定23cmほ どを計る。

類似の資料として、安久東遺跡方形周溝墓 (土岐山 :1980)。今熊野遺跡第 1号方形周溝墓 (丹

羽 :1985)の ものがある。安久東遺跡のものは回径18～21cm・ 器高25～ 27cmを計 り、口縁部

の段が明瞭にでており、体部は球形に近い。今熊野遺跡のものは口径21～25cm・器高26～31cm

を計 り、日縁部の段が弱 く、体部は長胴気味になる。 1号方形周溝墓の壼は回縁部の段の形態

が安久東遺跡のものほど明瞭になっていないが、今熊野遺跡のものよりはっきりしている。ま

た体部も長胴気味の球形で、安久東遺跡 。今熊野遺跡出土壷の中間的な様相を呈 している。法

量は 1号方形周溝墓の重が他の二つの遺跡の壺に

'ヒ

ベて小さい。これらの壺は東北地方の上師

器編年で塩釜式 (氏家 :1957)に比定される。安久東遺跡方形周溝墓出上の壼は丹羽編年案 (丹

羽 :1985)では塩釜式のHA段階に、今熊野遺跡第 1号方形周溝墓はHB段階に位置づけられ

ている。よって 1号方形周溝墓出上の壺はHA段階後半でⅡB段階により近いと考えられる。

(註2)

邦=口縁部から体部にかけて内外面に強い稜、屈曲をもつ。底部は丸底に近い平底で、円形

に削り取 り凹面としている。体部は内弯しながら立上がり、丸みをもっている。口縁部は外面

で外傾気味に立上がり、口唇部で外反し口縁部下部が肥厚している。器面調整は口縁部は横ナ

デの後ヘラミガキ、体部は横方向のヘラミガキで部分的にハケメが見られ、下部はヘラケズリ

の後ヘラミガキである。内面は全面ヘラミガキで底面近 くに概痕がみられる。口縁部 と体部の

高さの比率はほぼ 1対 2である。類似する資料 として、大橋遺跡 3号住居跡出土郷 IA3類 (太

田 :1980)。 六反田遺跡 4号住居跡 1号土坑出土郷A(佐藤 :1987)。 伊治城跡 SD-260・ 261

不① (佐藤 :1992)がある。大橋遺跡のものは口縁部が内弯し屈曲部の上方に軽い稜をもつと

いう相違点がある。このことから、 3号方形周溝墓の不の口縁部の下端の肥厚が大橋遺跡の邪

に比べて退化傾向にあると考えられる。六反田遺跡の不Aは、 3号方形周溝墓の不に比べて器



高が口縁径に対して低いという相違点がある。伊治城跡の不①は大型だが器形はほぼ同じであ

る。以上のことより、本遺跡の不は大橋遺跡のものより新しく、伊治城跡の不① と同時期で、

六反田遺跡のものより古いと考えられる。大橋遺跡 2号住居跡は I段階に、六反田遺跡 4号住

居跡はⅡ～Ⅲ段階に、伊治城跡 SD-260・ 261は H段階に位置づけられている。 このことから

3号方形周溝墓の不はおおむねH段階におさまるものと考えられる。

遺物が少なく断定は難しいが、 1号・ 3号方形周溝墓の年代はおおむね丹羽編年案のH段階

に位置づけられる。 2号方形周溝墓 も形態と位置関係から同時期 と考えられる。

2.古代の上器

古代の上器は土師器の邪・高台付不・甕、須恵器の不・甕 。鉢、赤焼土器の不 (註)がある。

Sll住居跡出土土器 (図 6)

S11の 2層および床面のものは、出土状況から住居廃絶時の一括資料である。

土師器=不の図示資料が 2点ある。 2点 ともロクロ使用のものである。 1は底部端から口縁

部にかけて内弯気味に立ち上がり、口唇部で外反する。底部は回転糸切 りのあと、底部から体

部下端にかけて手持ちヘラケズリの再調整が施されている。口径 と底径の比は0.38で ある。 2

は底部端から口縁部にかけて内弯気味に立ち上がる。底部は回転糸切 りの無調整で、口径 と底

径の比は0.43である。

赤焼土器=不の図示資料が 6点ある。 6点 とも底部端から口縁部にかけて内弯気味に立ち上

がり、口唇部でそのまま外傾するものが 4点 (3・ 4・ 5。 7)と、やや外反するものが 2点

(6・ 8)あ る。底部は回転糸切 りの無調整で、日径に対して底径が小さく、その比は0.40～0.44

であり、内面には外面に比べて顕著なロクロロがみられない。 3。 4・ 5に はカーボンの付着

がみられ、燈明具に使われた可能性がある。また、 3点 とも底部に切 り離 し時に付いた粘上の

高まりを残している。 6・ 7・ 8は、内面にロクロロはほとんどみられず、当て具 となるもの

の螺旋状の筋が体部下半から口縁部下端にかけてみられる。口縁上部にはロクロ調整が見られ

る。 6は、外面のロクロロが顕著である。 7は底面のみミガキ状の調整があり平滑 となってい

る。 8は 2度の切 り離しの痕跡がみられ、底面中央に補修のためのナデつけがある。 1。 4・

7は 3枚重ねで出土している。

その他の破片資料

堆積± 1層 より上師器邪の底部資料 (手持ちヘラケズリ)1点・ 口縁部資料 1点・赤焼土器

邪の底部資料 1点・ 口縁部資料 2点・非ロクロ土師器の体部資料 2点・須恵器甕の体部資料 1

点がある。堆積± 2層 より赤焼土器邦の底部資料 1点・体部資料 5点がある。床面より上師器

の体部資料 1点・赤焼土器不の口縁部 3点・底部資料 1点・体部資料 3点がある。

S11出土土器は点数が少なく明確なことはいえないが特徴として次の事があげられる。



1.土師器 と赤焼土器はほぼ同形態をもつが土師器の方がやや大ぶ りで胎土に荒い砂が混 じ

る。

2.赤焼土器で燈明具に使われたものには、内面に整形の違いがある。

3.赤焼土器は成形段階に省略がみられ、雑さが目立つ。

4.口径 と底径の比が0.40前後で底径がやや小さい。

S11の上器群 と器形 。調整 。土器組成の類似する周辺の遺跡として、中田畑中遺跡 1・ 2

号住居跡 (佐藤 :1985)。 安久東遺跡 2号住居跡がある。

中田畑中遺跡 1・ 2号住居跡の主体をなす土師器Ⅲ類 とS11出土の上師器及び赤焼土器は

器形・調整法だけでなく法量も類似している。しかし、中田畑中遺跡では口径 と底径の比が0.47

以上 と大きい I類や、口径が17cm以上の椀形のHA類など、S11で出上しなっかた器形があ

り、不全体に対する土師器の割合が中田畑中遺跡 1・ 2号住居跡85%で S11が 29%と いう相

違点がある。また、共伴関係で中田畑中遺跡では他に大型の上師器不・土師器甕・ 鉢・須恵器

不 。甕・重が出上しているのに対してS11で は共伴関係で出上していない。

安久東遺跡 2号住居跡の不全体に対する土師器の割合は50%である。また、土師器・赤焼土

器は、口径 と底径の比が平均0.36と S11よ り小さく、土師器の口径が13～ 14cmと 16～17cm

に、赤焼け上器が13cm以下に集中しており、S11の 回径は土師器が15～ 15.5cm赤焼土器が

14～ 15cmと その集中部分に違いがある。

以上のことから、S11の上器群は中田畑中遺跡 1・ 2号住居跡出土土器群 と同時期頃 (赤

焼土器の個体数の割合が大きいことを考慮すると、後出する可能性 もある。)で安久東遺跡 2号

住居跡出土土器群より前出する年代が考えられる。これらの上器群は東北地方の上師器編年で

表杉ノ入式に比定される。表杉ノ入式についてはおもに邪の形態・調整技法によって細分が試

みられている (丹羽 :1983)。 これによると宮前遺跡第ⅣA群 (20号住居跡)～青木遺跡21号住

居跡～東山遺跡土器溜～家老内遺跡 2号住居跡～安久東遺跡 2号住居跡の変遷が とらえられて

いる。東山遺跡土器溜が 9世紀中葉 (真山 :1981)に 、安久東遺跡 2号住居跡を10世紀後半に

比定 (佐々木 :1984)しており(註3)、 家堵内遺跡 2号住居跡 (真山 :1981)は その中間的なも

のとしている。中田畑中 2号住居跡は、家老内遺跡 2号住居跡と同時期 ととらえられており9

世紀中葉以降10世紀前半以前の年代が与えられている。なおS11の堆積土中より10世紀前半

に降下したと考えられる灰白色火山灰 (白鳥 :1980。 町田 :1984)(註 4)が含まれることも力日味

して、S11出上の土器は9世紀後棄から10世紀初頭の年代が考えられる。

S11出土以外の古代の上器

土師器

邪 (図19)=底部端から口縁部にかけて内弯気味に立ち上がり、底部の切 り離しは回転糸切 り



で無調整のものがほとんどで、3は体部下端が手持ちヘラケズリである。内面にはヘラミガキ・

黒色処理が施されている。日径は14.2～ 15。 2cm、 口径 と底径の比は0.36～0.47である。

高台付邪 (図19-6)=底部資料である。内面には黒色処理・ヘラミガキが施されている。底

部の切 り離しは回転糸切 りである。

甕 (図20-1)=口 縁部は頸部から「く」の字状に外反する。口唇端部に面をもっている。長

胴を呈し、器面調整はロクロ調整が主で、外面下部にヘラケズリ、内面にヘラナデが施されて

いる。

不の形態がS11出土土器 と形態・調整が共通しており、同時期と考えられる。

須恵器

邪 (図19)=図示資料が 2点ある。底部から内弯気味に外傾し立ち上 り、口唇部でそのまま外

傾するもの (7)と やや外反するもの (11)がある。 2点 とも底部の切 り離しは回転糸切 りで

無調整で、内外面共にロクロナデが丁寧で凹凸がない。 7は 回径が14.5cm、 口径 と底径の比が

0.46である。土師器不 (1・ 2・ 3)と 共伴 している。11は 口径が13cm、 口径 と底径の比が大

きく0.53である。火欅がみられる。

甕 (図20-2、 4、 5)=破片資料である。成形はロクロ調整が主で、外面はヘラケズリ、内

面はヘラナデである。外面に平行の叩き (2・ 5)格子目の叩き (4)が施されている。その

他 S K20。 21・ 22・ 23・ S11よ り同一個体 と考えられるものが出上している。

鉢 (図20-3)=口 縁部の資料である。ロクロ調整でロクロロがはっきりしている。

赤焼土器 (図19-9)=底部資料で内弯気味に外傾して立上がる。S11出土土器 と同形態のも

のと考えられる。

註)こ こで赤焼土器としたものは酸化炎焼成のもので、黒色処理・ヘラミガキの施されていないロクロ

使用の土器のイをさす。

3.陶器

出土点数79点 を数える。破片資料がほとんどである。産地同定ができるものには常滑・渥美・

山茶碗窯系・在地・志野・唐津・瀬戸美濃・岸窯系・大堀相馬・堤がある。

常滑 甕13点、重 3点、鉢 1点がある。図示資料は 4点である。

甕=図22-5・ 6は体部 と口縁部の資料である。折 り返しの口縁で、縁帯の端部が下方に少々

垂れ下がったN字形を呈する。体部に菊花文の押印が見られる。図22-7は柱の礎盤 に使われ

ていたと考えられるもので、底部から体部にかけての資料で 6と 同じ押印が見られる。図22-

3は 口縁部の破片である。 3・ 5・ 6。 7は 同一個体 と考えられる。図21-1は断面・内面に

磨面が見られ砥石に転用されたと考えられる。

壺=図20-6は肩部の資料で自然釉がみられ光沢がある。



鉢三図21-7は体部の破片資料で内面に磨面がみられる。

渥美 甕 3点がある。図示資料は 1点である。図22-4は体部破片資料で胎上が粗粒である。

もう2点は自然釉がみられる。

山茶碗窯系 図21-5の鉢 1点がある。体部から口縁部にかけての資料である。ロクロナデ

の痕跡が残る。灰釉が施されている。

在地産 奏10点 。鉢 3点・壼 1点がある。図示資料は 5点ある。

甕=図 20-7は 、焼き締めが弱 く、厚手で緑灰色を呈 している。図21-3・ 4は、胎土が 3

層に分かれている。図21-6は底部・ 口縁部を意識的に打ちかいている。体部下部に押印が巡

る。図21-2も押印がみられる。図20-7・ 図21-4は 、断面に漆が付着しており、接合痕 と

考えられる。

鉢=写真78-4は片口の鉢である。その他、白石窯系 (在地 1類)の甕がある。胎土に長石

が含まれる。 (註 5)

唐津 皿 。大鉢・碗が 1点ずつある。碗は刷毛目文が施されている。

美濃 (志野) 丸皿が 1点ある。長石釉が施されている。

瀬戸美濃 碗 1点・皿 1点 。播鉢 1点がある。図示資料は 1点ある。

碗=図23-9は飴釉に白濁釉を流し掛けしている。

皿=灰釉が施されている。

括鉢=写真78-13は外面に鉄釉が施されている。

岸窯系 括鉢 4点・鉢 1点がある。図示資料は 2点ある。

信鉢=図23-7は体部資料で鉄釉をほどこしている。櫛目は9条以上 1単位である。 8は 口

唇部が外に張 り出す。櫛目は 9条 1単位である。写真78-11は鉄釉を施 している。

鉢=鉄釉を施している。

大堀相馬 碗 7点 。重 1点 。土瓶 3点・香炉 1点 。器種不明のもの 4点がある。図示資料は

2点ある。

碗=図23-5。 12は灰釉を施 している。

壼=体部の破片資料で飴釉を施している。

上瓶=体部資料 1点 。底部資料 2点である。透明感のある飴釉が施されており山水文が描か

れている。

香炉=外側に鉄釉、内面に白濁釉を施している。

不明品=体部破片資料で黒青色釉・灰釉・青釉を施している。

堤 鉢 4点 。播鉢 4点・焙烙 1点 。重 1点がある。

鉢=写真78-14は、体部の破片資料で鉄釉が施され、口縁部周辺はなまこ釉がみられる。



播鉢=写真78-12は外面に鉄釉が施されている。

焙烙=把手の部分の破片である。

重=写真78-15は体部の破片資料で鉄釉が施されている。突起が付 く。

4.磁器 (染付)

出土点数17で ある。産地同定できたものは中国・打巴前・瀬戸がある。

中国 皿が 3点ある。図23-2は見込みに玉取獅子文が描かれている。図23-6は高台に砂

の付着がある。

肥前 皿 3点・碗 8点・壷 1点がある。

皿 =図23-1は高台に「寿 ?」 の銘があり、見込みに手書きの五弁花文が描かれている。

碗 =図23-4は見込みに蝶が描かれている。写真79-10は 、見込みに「 □欠□」の銘がある。

瀬戸 碗が 2点ある。図23-3は鉛ガラスで焼き継ぎをした跡がある。

5。 青磁

中国産の碗・瓶類各 1点がある。図22-2は 口縁部の資料で端反 りで、櫛描きの蓮弁文が描

かれている。写真79-4は印花文が描かれている。

6。 白磁

中国産の無文の碗が 1点ある。 (図22-1)

7.瓦質土器

鉢の体部破片が 1点 ある。胎土に砂が混じっている。

8.土師質土器

皿が 2点である。図23-10は ロクロ調整で底部の切 り離しは回転糸切 りである。図23-11は

油煙が付着しており燈明皿に使われたと考えられる。

9.鹿角製品

鹿の角の枝の部分を切 り取つた跡や、面的に削った跡がみられる。端部は自然の剣離面であ

る。現存長28,2cm・ 端部の断面の長軸4.5cm・ 周 りの長さ13.5cmで ある。残存状況から製品と

は考えにくく、母材になるものと考えられる。 SK8出土。

10.瓦

丸瓦 (図24-2)=前 方は欠損している。現存長12.5cm・ 幅15.2cm・ 厚さ3.2cmで長 さ2.8

cm。 先端部幅6.4cmの玉縁が付 く丸瓦である。外面はナデ・ケズリ調整で、内面は端部に面取

りが、中央部には目の細かい布目がみられる。玉縁の両側辺は曲線を描いている。

道具瓦 (図24-3)=現存長16cm。 幅5.8cm・厚さ2.4cmの L字形を呈している。内外面 とも

ナデ・ケズリ調整である。



11.石製品 (図25)

砥石 2点・加工面をもつ石製品 3点・磨面をもつ石製品 1点がある。

砥石=2は長さ8.8cm。 幅4.6cm・ 厚さ3 cmの 不整の板状を呈する。 3面が砥面で線状の傷

(擦痕)がみられる。SBlピ ット①出土。 3は現存長8.lcm。 幅4.6cm。 厚さ3 cmの 短冊型

で下部が欠損している。 4面が砥面で上端面に線状の傷 (擦痕)がみられる。

加工面をもつ石製品=4は長さ6.6cm。 幅3.4cm・ 厚さ1.5cmの 長方形の板状のもので側面 3

面に加工面がある。温石と考えられる。 S D27出 土。 5は長さ8.lcm・ 幅 2 cm・ 厚さ2 cmの

隅丸の長方形の右半部が欠損している。2面に力日正面がみられる。SK2出土。6は長さ 5 cm・

幅4.4cm・ 厚さl cmの偏平な半円形を呈 しており、 4面に加工面がある。基本層位 H層出土。

磨面をもつ石製品=1は長さ10.2cm・ 幅15。 2cm。 厚さ2.9cmの偏平な礫の 1面が磨面になっ

ている。煤の付着がみられる。SKl出土。

12.金属製品 (図25)

古銭=寛永通宝が 1点ある。 S K15出 土。 (7)

釘=9。 10の 2点がある。 9は長さ9.6cm。 幅0.7cmを 10は長さ14.2cm。 幅1.2cmを計る。

両方とも断面は四角形で、頭が折れ曲っている。 9は S K34出土。10は S K31出土。

棒状銅製品=8は現存長6.5cm・ 幅0.8cmで両端が細 くなり中央部分が太 くなっている。鏃

の可能性がある。SK2出土。

鎌=■は刃先のみである。現存長6.7cm。 幅2.9cm・厚さ0.2cmで ある。SK4出土。12は 把

手部の木質部が残る。刃部の推定長16.2cm。 幅5.7cm。厚さ0.3cmで、「吉三 ?」 の銘が打ち込

まれている。中子に目釘がある。 S K15出土。

13.木製品

曲物側板=図26-1は外面に幅0.8cmと 2 cmの格子目に、内面に幅 l cmの平行状に罫引

の切 り込み線が施されている。

曲物底板=図26-2は径20.2cm・ 厚さ0.5cmのやや歪んだ円形を呈する。漆の付着がある。

把手=図26-3は長さ24.9cmの 丸材で、両端に三角形に快 りをいれたものである。

以上のものはSKl出上である。

板状木製品=図26-4は長さ19.5cm・ 幅2.8cm・ 厚さ1.lcmの 柾目板の両端を三角に切 り取

っている。 S K31出土。

杭 =図26-5は現存長30cm・ 径6.2cmで、先端を 4面加工したものである。SK3出土。

箸=図26-6は現存長10cmで、幅0.5cm四角形に面取 りをし、先端を細 く削り出している。

S K27出 土。

蓋 ?=図26-7は下部が欠損しているが、芯持ち材を厚さ1.0～ 1.5cmの 八角形に成形 し 3



cm× 7.8cm× 3 cmの直方体の把手状の突起がつ くものである。形状から作 り出しの蓋 と考 え

られる。SK2出土。

栓=図27-1は長さ9。 lcm・ 径3.Ocmの丸材で下部を削り出し角ばつた円形の棒状を成す。

木錘=図27-2は長さ11.8cm・ 径3.8cm、 3は長さ9.5cm・ 径3.8cmを 計る。両方共端部の

下に切 り込みを入れ、こけし形の形態を成す。削り入れた部分の上部に清が巡っている。俵や

筵を編む道具 と考えられる。

三角状木製品=図27-5は木の縁辺部を三角形に成型したもの。用途は不明である。

接手 =図27-6は長さ24.8cm。 幅7.5cm。 厚さ1.7cmの 柾 目板の両端部に長さ 2 cm。 径

1.5～ 2 cmの突起が付き、中央部に円形に径3.6cmの孔を穿ったものである。井戸の汲み桶 に

取 り付けて使用したと考えられる。

以上のものはS K15出上のものである。

14.竹製品

編み具=図27-4現存長19。 9cm。幅3.6cmを計る。竹を半裁し先端を尖らせ、現存長7.4cm。

幅12.3cmの 快 りを入れている。網や俵や筵を編む道具と考えられる。 S K15出土。

その他 幅0.5cm程に分割したものが多量にある。形状をとどめておらず竹篭や曲物のタガ

に使用したと考えられる。 S K15出土。

第ⅥI章.遺構について

1.住居跡

平安時代の住居跡は 1棟検出されたが、 1棟だけ存在したとは考えにくく調査区外に居住域

が広がると考えられる。

2.方形周溝墓

方形周溝墓は3基 とも全体を検出していないが、周清の形態が隅の部分で細 く浅 く、中央部

に向かって膨らみ深 くなることや、同じような堆積土がレンズ状に堆積していることなど共通

点がある。また、南西辺軸 。南辺軸が 1号方形周溝墓から3号方形周溝墓にかけて20度ずつ西

に偏る傾向がある。 1号方形周溝墓は他のものより大規模であり、底部穿孔の供献用の壺が出

上している。戸ノ内遺跡の方形周溝墓から丹羽編年案の I段階に位置づけられている頸部に刻

目の施された隆帯をもつ二重口縁の壷が出上している。本遺跡の周溝墓はそれより後出するも

ので、戸ノ内遺跡にかけて古墳時代前期の墓域が広がっていると考えられる。

3.溝跡

溝跡28条、小溝群 3群が検出された。溝の方向性からみるとS D22・ 23・ 25。 24・ 26。 27・

40(磁北に対して 0～20度西に偏る)を一つのグループ、 S D18・ 46・ 小溝群②・小溝群③ (磁
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北に対して37～50度東に偏る)を一つのグループ、 S D43・ 47・ 44(磁北に対して82～90度西

に偏る)を一つのグループとみることができる。この溝の方向性・遺物・切合い関係から、年

代を検討してみる。

S Dllは 18世紀以降の近世陶器が出土していることや、Ⅲ層上面で確認されていることから、

近世 と考えられる。 S D45は 12世紀の青磁が出上しているが、Ⅲ層上面で確認されていること

から、近世 と考えられる。 S D45。 ■は堆積土や形態が似ている。文政年間 (1818～ 29年)に

作られた「名取郡北方四良丸邑」給図に描かれている「中屋敷」を巡る水路に位置的に合 う。

S D27か らは13～14世紀の中世陶器が出土しており、鎌倉時代～南北朝時代頃のものと考え

られる。底面に砂の堆積がみられ、水が流れていたと考えられ堀の可能性もある。断定はでき

ないが四郎丸館跡に関連するものと思われる。戸ノ内遺跡でも堀跡と考えられる溝跡 (1・ 2・

3号溝)が検出されている。文献資料によればこの時代曾我氏がこの地を治めていたとされて

いる (曾我光高申状案他)。 S D27と S D22・ 23・ 24・ 25は ほぼ同方向に向いており、土節器片

が出土している溝もあるが、同時期の可能性がある。特にS D23は 堆積土も似ている。

S D28・ 小清群②・③は同方向に向いており、同時期 と考えられる。 3号方形周清墓を切っ

てS D27に切 られていることや、断面観察でS D28。 小溝群②がV層から掘 り込まれているこ

とから、平安時代以降鎌倉時代以前 と考えられる。

SD4・ 43は堆積上に灰白色火山灰を含むこと、須恵器不・土師器片が出上していることか

ら、S11と ほぼ同じ時期 と考えられる。SD4と SD2、 S D43と S D47は平行関係にあり

同時期の可能性がある。

小溝静③はS11に切られて 2号方形周溝墓を切っていること、S11と 方向性が同じこと

から、S11以前の平安前期と考えられる。

また、その他断面観察及び切 り合いからS D38。 29は古墳時代～平安時代、SDl・ 3・ 5・

6・ 12む 46は平安時代～中世、S D26・ 40は 中世、 S D44・ 48は近世 と概ね考えられる。

以上のように溝跡は大きく近世・中世・ S11と 同時期あるいはそれ以降の平安時代 。SI

l以前の平安時代のものと4時期に分けられる。

小溝群①②③は底面に耕作痕と考えられる半円状の窪みが連なる。畠に関する遺構と考えら

れる。

4.土坑

18基確認されている。方形・ 円形・不整形のものがある。出土遺物が少なく遺構の性格 は不

明である。

S K20。 21・ 22・ 23は円形あるいは不整の円形 を呈する。各土坑およびS11よ り同一個体

と考えられる須恵器甕の破片が出土 している。 また S11と 同じ時期の遺物が各土坑およびピ



ット135。 137・ 140か ら出上している。よってこれらの遺構は、S11と 同時期 (9世紀後棄～10

世紀初頭)と 考えられる。調査区の制限もあり断定はできないが、位置的にも関連性が示唆さ

才ιる。

S K32は 円形を呈している。中世陶器の甕が重なるようにして出上している。甕の年代 より

S D27と 同時期 と考えられる。

S K19は 円形をS K25は方形を呈している。両方とも中世陶器・ 白磁が出上していることよ

り中世のものと考えられる。 S K13は楕円形を呈している。18世紀の陶器 と土師質土器が出土

しており、近世のものと考えられる。

SK5・ S K34は 方形を呈し中央にピット状の落ち込みが 1個ある。

5。 井戸跡

17基検出された。SK2以外は断面が円筒形あるいは漏斗形を呈し、素掘 りの井戸である。

漏斗形のものは壁上部の崩落のため、本来は円筒形を呈していたものが漏斗形になったと考え

られる。SK2は断面が逆台形を呈し、規模が掘 り込み部分の長軸で2.3mを計 り、井戸枠など

の水留め施設があったと考えられ、掘 り込み部分が二つある井戸である。

/数
基隣合つたり、堆積上の上部が人為堆積のものが多 く、井戸枯れ等の理由で作 り変えられ

たと考えられる。遺物及び切合い関係、断面観察からSK2・ 3・ 4・ 15が近世、SKl・ 6。

■・ 26・ 27・ 29。 30・ 31が中世、SK8が平安時代のものと考えられる。

6.掘立柱列・掘立柱建物跡

掘立柱列 5列 。掘立柱建物跡 4棟確認されている。調査区に制限があるため、掘立柱列は掘

立柱建物跡の可能性 も考えられる。

SAlは S11住居跡と方向が同じことや堆積土から土師器片・須恵器片が出上しているこ

とから、S11と 関連するものと考えられる。

SA3・ 4・ 5、 SB3・ 4は、S D27と 平行関係、垂直関係にあり、S D27と 同じ中世と

考えられる。SA2は ピット①より19世紀以降の肥前の染付が出上していることより、近世と

考えられる。SBl・ 2は、SAlを切っており平安以降であるが、周辺の遺構が近世のもの

が多く、近世のものと考えられる。

第Ⅵ‖章。まとめ

1.調査区は名取川が形成した標高 2～ 4mの 自然堤防上に立地し、古墳時代前期から近世

までの遺構、遺物が発見された。

2.古墳時代前期の方形周溝墓が調査区北側で 3基検出された。戸ノ内遺跡で発見されてい

る方形周溝墓 と合わせて、この時期の墓域が広がることが確認された。



3.平安時代の竪穴住居跡 1棟 (9世紀後葉～10世紀初頭)、 掘立柱建物 とも考えられる掘立

柱列、井戸跡、土坑、溝跡、小溝状遺構群が検出された。有機的な遺構の組み合わせ も考

えられるが、調査区が限定されているため関係は不定である。

4.中世の遺構 として溝明、井戸跡、土坑、掘立柱列、掘立柱建物跡が検出されている。13～ 14

世紀の陶器 。磁器が多 く出土している。遺構は調査区西側に集中している。四郎丸館跡 と

の関連が考えられるが、調査区の制約でまだ不明な点が多い。戸ノ内遺跡で検出された堀

跡も含めて考えていく必要がある。

5。 近世の清跡、井戸跡、土坑、掘立柱列、掘立柱建物跡が検出され、18世紀以降の近世の

陶器。磁器が多 く出上している。「名取郡北方四良丸邑」繕図に載っている屋敷の跡に関係

するものと推定される。調査区東側に集中している。

中世陶器。磁器産地別集計表 (破片数) 近世の陶器・磁器の集計表 (破片数)

器 種

産地
甕 士堕 鉢 碗 皿 丸皿 土加 悟針 香炉 雷猪 不明 計

陶

　

　

器

堤 ユ 4 1

大堀相馬 1 3 1

岸 窯 系 1 4 5

唐 津 系 1 1 1 3

瀬戸美濃 1 1 1

蝶 闇 1 1

不  明 1 1

/」ヽ計 1 1 3 9 1 1

磁

　

器

肥  前 1 3

瀬  戸 2

中  国 3

小 計 1

合  計 1 9 1 3 9 1 1 4

表 1.陶器・磁器集計表

器種
産地

甕 士電 鉢 碗 瓶碁 計

陶

器

常  滑 1

渥  美 3 3

山茶碗窯系 ユ 1

在

　

地

1類 2 2

2類 0

3類 2 1 3

4類 2 1 5

5類 4 4

小計 1

不  明 2 2

小 計 4

磁
　
器

中

国

青磁 1 1 2

白磁 1 1

小 計 1 3

合  計 2 1

遺 構 層 種類  器種 産 地 時   期 備   考 遺物番号 図 写 真

SKl 埋 土 陶器  甕 常滑 中世

陶器 甕か壷 常滑 中世 7-2 20-6

3層 陶器  甕 在地 1 13c後～14c前 白石窯

陶器  鉢 在地 3 13c後～14c前

青磁  瓶類 中国 13cハV14c 印花文

4層 陶器  甕 ? 渥美 12c^Ψ 13c

陶器  鉢 在地 3 13c後～14c前

最下層 陶器  甕 在地 3 13c後～14c前 漆継ぎ 20-7

表 2.陶器磁器観察表 I



遺構 層 種類  器種 産  地 時 期 備  考 遺物番号 図 写 真

SK2 1層 陶器  寮 在地 1? 中世 ? 自石窯 ?

陶器  碗 唐津系 刷毛目文

陶器  鉢 堤 18c― 灰釉 7-5

陶器  碗 大堀相馬? 18c― 淡青色釉

陶器  壷 大堀相馬 18c^V 飴釉

陶器  不明 大堀相馬 18c´ψ 灰釉

陶器  播鉢 不明 18c― 鉄釉

磁器  碗 瀬戸 染付 7-7

磁器  碗 肥前 染付 7-7-1

上部 陶器  甕 不 明 18c― 内灰釉外なまこ釉

陶器  播鉢 堤 18c― 鉄釉

陶器  碗 大堀相馬 18c― 釉

釉

灰

鉄

上

下

陶器  碗 大堀相馬 18c― 灰釉 28-11

陶器  香炉 大堀相馬 不明 鉄釉

内白濁釉

陶器  不明 大堀相馬 18c― 外青釉

内白濁釉

28-10

陶器  皿 不 明 28-5

磁器  皿 肥前 18c tt 染付 高台銘

見込み五弁花

28-4 79-7

磁器  碗 肥前 18c^V 染付 28-7-1

磁器  碗 肥 前 近世 染付

磁器  碗 瀬戸 19c前半 焼き継ぎ(鉛ガラス) 23-3 79-8

埋 土 陶器  鉢 常滑 ? 中世 内面に滑面 24-2

陶器  甕 常滑 中世 受け口状口縁部 24-2-1 78-7

陶器  壷 ? 常滑 中世

陶器  甕 在地 3 13c後～14c前 32-1-1

陶器 丸 皿 美濃(志野) 16末～17初 長石釉

陶器  播鉢 堤 18ハヤ19c 鉄釉

陶器  鉢 堤 18′ V`19c なまこ釉 24-6 78-14

陶器  不明 大堀相馬 19c― 黒青色釉

陶器  鉢 不明 近世 鉄釉 32-2

磁器  皿 中国 16c後半 見込み玉取獅子文 23-2 79-5

磁器  碗 肥前 染付見込み蝶

磁器 碗か鉢 肥前 近世 染付

磁器  壷 肥前 近世 染付 32-7

南側の井戸 陶器  甕 在地 5 中世

表 3.陶器・磁器観察表 II



遺構   層 種類  器種 産 地 時 期 備   考 遺物番号 図 写真

SK4 1層 陶器  重 堤 ? 18c-19c 鉄釉 78-15

陶器  甕 常滑 中世

瓦質土器 鉢 不 明 15c-16c

SK6 埋土 陶器  甕 在地 3 13c後～14c前

S Kll 埋土 陶器  甕 渥美 12c-13c 自然釉

S K13 埋土 陶器  碗 瀬戸美濃 飴釉白濁釉

自濁釉流 し掛け

23-9

土師質土器 皿 近世 ろくろ調整 23-10 79-11

土師質土器 皿 近世 油煙付着 燈明皿 23-11

S K15 埋土 陶器  播鉢 岸窯系 33-4 23-7 78-9

陶器  悟鉢 岸窯系 鉄釉 23-8 78-10

陶器  悟鉢 岸窯系 18c以前 鉄釉 36-6 78-11

陶器  鉢 ? 堤 18c^V 鉄釉

陶器  鉢 ? 堤 ? 近 世 鉄釉

陶器  焙烙 堤 近世

陶器  悟鉢 堤 ? 18c― 鉄釉 33-1

陶器  播鉢 堤 18c― 78-12

陶器  婚鉢 瀬戸美濃 鉄釉 78-13

陶器  大鉢 唐津系

陶器  碗 大堀相馬? 18c′ ヤヽ 淡青色釉 33-11

陶器  碗 大堀相馬 18c^ヤ 灰釉 23-5

陶器  碗 大堀相馬 18c― 灰釉 36-2

陶器  土瓶 大堀相馬 18c― 下部露体

陶器  土瓶 大堀相馬 不明 底部 33-10

陶器 土瓶 ? 大堀相馬 山水文

陶器  甕 不 明 13c-14c

磁器  皿 中国 16c後半 ? 高台に砂付着 37-4-1 79-6

磁器  皿 】巴前 高台 33-9-1

磁器  碗 】巴前 染付 79-10

磁器  碗 ]巴前 18c― 染付

磁器  瓶類 肥前 徳利か壷、草木文

S K19 3層 白磁  碗 中国 13c-14c 無文

S K25 1層 ∽器  甕 常滑 中世

陶器  甕 常滑 中世

SK26 2b層 陶器  甕 在地 5 中世 押印あり

陶器  甕 常滑 中世 砥などに転用 101-3

S K29 埋土 陶器  甕 在地 4 13c後～14c前 107-1

S K30 埋土 陶器  鉢 在地 4 13c後～14c前 漆継ぎ 78-2

表 4.陶器・磁器観察表 ‖I



遺構   層 種類  器種 産 地 時 期 備  考 遺物番号 図 写真

S K31 最下層 陶器  甕 不明 中世 在地ではない 106-1

陶器  甕 常滑 中世 106-2

S K32 1F_二 上 陶器  甕 在地 5 13c後～ 14c前 押印帯 127

S Dll l層 陶器  ? 大堀相馬 18c― 飴釉

S D27 埋土 陶器  壷 常滑 中世 108-1

陶器  甕 常滑 中世 108-4

陶器  甕 ? 常滑 中世 109-1

陶器  甕 常滑 中世 109-2

陶器  鉢 山茶碗窯系 108-5

陶器  甕 在地 4 13c後～14c前 108-2

陶器 壷か甕 在地 4 13c後～14c前 108-3

S D45 3層 青磁  碗 中国 12c後半 櫛描蓮弁文

SA2 Pit① 磁器  皿 肥前 19cハV 染付 44-2

Pit19 埋土 陶器  甕 常滑 中世 P〒 F「

1と 同一個体 ?

5

Aト レ  H層 陶器  皿 唐津系 17c後～18c前 青緑釉

Bト レ  H層 陶器  甕 在地 ? 13c後～14c前 126-3

Cト ン  Ⅱ層 陶器  甕 常滑 中世 117-1

陶器  皿 瀬戸美濃 近世 灰釉 117-3

磁器  皿 中国 16c後半 ? 126-2

磁器  碗 ? 肥前 19^Ψ20c 色絵 117-2

Aト レK9区 H層 陶器  甕 常滑 13c前半 子甲E日 1 22-5,6 78-5,6

陶器  甕 渥美 12c-13c 22-4

Aト レ14区 表採 ∽器  碗 大堀相馬 灰釉 23-12 79-2

Aト レ表採 1

2

3

陶器  鉢 岸窯系 18c以前 鉄釉

陶器  播鉢 岸窯系 18c以前 鉄釉

陶器  不明 不明 近世 鉄釉

4 (A) トレ 陶器  鉢 不 明 近世 鉄釉

3(C)ト レ 陶器  鉢 在地 4 13c後～14c前 片 口 78-4

表 5,陶器・磁器観察表 Ⅳ

註 1 古墳時代前期の小型の上器 と古代の文献にみえる邪 は違 う系譜のものと理解 し、古墳時代前期の小

型の上器に郭 という名称を与えることは不適当と考 え小型鉢 と呼ぶ説 (辻秀人 :1994)も あるが、 こ

こでは従来 どおり邦 と表記する。

註 2 辻氏はHA段階をさらに 3段階にわけている。 (辻秀人 :1993)

註 3 近年10世紀第 2四半期の年代が与えられている。 (小ナ|1淳一 :1987)

註 4 分析に出していないので断定はできないが、市内の遺跡ででよく見られる灰白色火山灰 と同じもの

ととらえている

註 5 在地 1～ 5類の分類は南小泉遺跡16～18次の報告に基づ く。 (佐藤洋 :1992)
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写真 2 Bト レンチ全景 (西から)

写真 l Aト レンチ全景 (南から) 写真 3 Cト レンチ全景

写真 4 Aト レンチ南壁 (SK2井戸跡付近)

写真 5 Cト レンチ西壁 (SD43溝跡付近) 写真 6 Ⅵ層以下基本層序 (sK4井戸跡の壁)



写真 7 Sll住居跡確認状況 (南から) 写真 8 S11遺物出土状況 (北西から)

写真 9 S11カマ ド断面 (南から) 写真10 S11カ マド (西から)

写真13 方形周溝墓確認作業S11住居跡 (東から)



写真15 1号方形周溝墓 (南東から)

写真14 方形周溝墓群全景 (東から) 写真16 1号方形周溝墓細部

写真17 1号方形周溝墓遺物出土状況 (北から) 写真18 1号方形周溝墓東側ベル ト断面

写真19 1号方形周溝墓西狽1ベル ト断面 1号方形周溝墓立上が り断面



2号方形周溝墓立上が り断面
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2号方形周溝墓断面 写真24 3号方形周溝墓断面

写真26 3号方形周溝墓遺物出土状況 (南から)

写真27 3号方形周溝墓遺物出土状況細部 (西から)写真25 3号方形周溝墓 (西から)
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写真33 SD23溝 跡断面 写真34 SD47溝跡 (東から)



写真35 SD4溝跡 (東から)

写真37 SD43・ 44・ 48溝跡 (東から)

写真36 SD12溝跡 (北東から)

写真38 SD28・ 29溝跡 。3号方形周溝墓切 り合い部断面 写真39 SD28。 29溝跡 (南から)



写真41 小溝群① SD7・ 8。 9。 10

写真40 鋤痕確認状況 (南から) 馬時窯42 ′卜洋葬祥(⊃  SD15。 16(司 しから)

写真44 SD28溝 跡と小溝群② (東から)

写真45 小溝群② (東から) 写真46 小溝群③ SD41・ 42(南西から)



SK4井戸跡 (東から)

SK l・ 2井戸跡 (北東から)

SD38溝跡 (北西から) 写真49 SK3井戸跡遺物出土状況 (東から)

写真51 SK6井戸跡 (西から)

写真52 SK8井戸跡断面 写真53 SK15井戸跡断面
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写真56 SK12土坑 (東から)

写真54 SK16井戸跡断面 写真55 SK5土坑 (北から)
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写真61 SK19土坑 (西から)

写真57 SK34土坑 (1とから)

写真58 SK14土坑 (北東から) 写真59 SK13土坑遺物出土状況 (南から)

写真60 SK17井戸跡 (西から)
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写真 63 SK21土坑 断面

写真64 SK22土坑遺物出土状況 (司しから)
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写真65 SK22土坑 (北西から)

写真67 SK27井戸跡 (西から)
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写真66 SK26井戸跡 (西から)

写真68 SK29井 戸跡断面 (西から) 写真69 sK32土 坑断面



写真70 SK32土 坑遺物出土】犬況 (西から)

写真72 SB l建物跡ピット① (南から)

写真71 SB2掘立柱建物跡ピッ

写真73 ピッ ト19遺物出土状況 (北西から)
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写真74 SAl掘立柱列 (北から) 写真76 SA l掘 立柱列北端の柱穴断面
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写真79 陶器・磁器



7 25-5

12 25-9

11 25-8

写真80 瓦・石製品・ 金属製品
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写真81 木製品
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